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福岡市では，平成16年3月に，昭和28年から 50年間続いた町世話人制度

を廃止し，平成16年4月から自治協議会制度を開始しました。

現在，市内の 147校区・地区に自治協議会が設立され，防災や防犯，交通安

全，子どもたちの健全育成，環境美化などのさまざまな活動を通じて，住民が安

全・安心で快適に暮らせるまちづくりに取り組んでおられます。

一方で，住民自治意識の希薄化や活動への参加者の減少・固定化，役員の担い

手不足，自治会・町内会の加入率の低下などの問題が深刻な状況にあります。

そのような課題の解決を図るため平成25年度に「自治協議会の運営基盤強

化に向けた」ワークショップや勉強会などが各校区で開催されました。

それらを取りまとめた取組み事例集を，今後の地域課題の解決のための一助に

なればと思い，作成しております。

この「取組み事例集」が，皆さまの活動のお役に立てれば幸いです。

本事業の概要

1 目的

「自治会・町内会の加入率の低下」や「役員の担い手不足」としhった多く

の地域が抱える課題について自治協議会における原因分析や解決に向けた

対応策の検討の取組みを支援することにより，地域自らが課題解決に向けて

踏み出すことを促すとともに，そこで得られた有効なノウハウや工夫を全市

で共有することにより 自治協議会の運営基盤の強化を図る。

2 事業内容

ワークショップや勉強会の開催，記録等の作成にあたり，区役所が運営

及び経費負担等の支援を行うもの。

また， 7区分の取組みを「事例集」として取りまとめ，全市で共有し，
活用を図る。



1 テーマ「人材の発掘@育成」

(1 )東区名島校区自治協議会

r--I i名島校区のまちづくりを考えるJr--I

0人口
O世帯数

名島校区のデータ(平成25年9月30日現在)

15，651人(男7，626人，女8，025人)

0自治会・町内会数
O校区の特徴
名島校区は，神功皇后ゆかりの天然記念物「椿石(帆柱石)Jや小早川隆景が構築した名

島城祉，リンドパーグも訪れた名島水上飛行場，岩見重太郎生誕の地など，歴史上重要な役

6，829世帯

32団イ本

割を担った地域で，歴史的資源の豊富な校区です。

① テーマの選定及びその背景

名島校区では，公民館や小学校体育館でのサークル活動が盛んであるが，自治会や自治協

議会等の活動には，まだまだ関わりが少ない方が多い。

地域活動への「関心」を高め， I参加」し，将来の「担い手」への人材発掘という段階を経

ていくなかで，参加が難しい若い世代の方々の意見を聞く場をつくり，自治会や自治協議会

などの地域コミュニティの組織や取り組みを知るとともに，各種団体の方々と知り合い，そ

の関係を基に地域活動への「関心」・「参加」を促す。

そのため， I名島校区のまちづくりを考える」をテーマにワークショップを開催し，現状把

握と対応策の検討を進めることとした。

② ワークショップの開催状況

外部講師として貞清潔氏(福岡市地域活動アドバイザー)をお招きし，自治協議会・公

民館サークル・ PTA・子ども会育成連合会・青少年育成連合会が参加して，名島公民館で

ワークショップを2回開催した。

日 時 | 主な内容 |参加数

9/26 (土)15:00"-'17:00 I各自治会等の現状と課題

1119 (土)15:00"-'17:00 I目指すべき姿・目標像について

45人

48人

円
/
』



ア第1回ワークショップ

(ア)プログラム

(イ)校区の現況と取り組みについて

自治協議会の概要や取り組みについて，明石公民

館主事より説明しました。

(ウ)ワークショップの成果

⑦校区を思い起こす

白図を使って校区の主要な資源を着色し，校区

の骨格をなす道路や鉄道等，歴史的な資源など，

名島の特徴を知り合いました。

1 開会・あいさつ

2 校区の現況と取り組み

3 <ワークショップ>

①プログラムの紹介

告遅参加者紹介とク〕レープ分け

⑩交区を思い起こす

④名島校区の現状は?

⑤溌表

4 閉会

@ 名島校区の現状は?

自治協議会等の取り組み，名島校区の資源などを

踏まえ，校区の現状(魅力と問題点)を知り合い，

共有しました。

まず各自で，付筆紙に， 日ごろ感じている名島の良いところ(赤)，気になるこ

と(青)を書き出しました。(各3枚程度)

その後グループで，一人ひとりが，良いところと気になることを紹介し合い，付筆

紙を模逸祇に置いていきました。

付筆紙を模造紙に置き終わったら，同じような内容をまとめ，タイトルをつけまし

た。
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霊童名島校区の良いところ闘気になるところのまとめ

喪いと之ろ 現報 気Iζ怒るとごろ

自然 マナー抱1悪い
畠Z誌がいっfl~¥ 環境 -ごみ，たば」のポイ措て

-多々 良)11.名島海岸， fi(山〉 -名島海岸のごみ

-野馬

-公園

-散策

璽喪G寺ち 匿寝

-名島城祉等の歴史的な遺産

-古い住宅

-敵策

安全・安心 住宅地内向道路ぬ猿さ

臼語路) -生活道路，通学路の危険

(不審者) -抜け道

不審者

-街灯のない暗い揚所

子育'CG)環境が良い 守主:も -d~ー中へぬ不安
-一小一中 教育 -高校生活への不安

-子ども達を中山にした活動

-地域の方々の見守り

地域酪舗が活発 地域室勤 地域活動ぬ見直し

-地域行事が盛ん -行事，イベン卜が多い

-公民館活動力t盛九 -新!日住民の交わりの少なさ

役員向担い手

-役員の高齢化

-役員の引き受けて

東置に長~\校区
-名島伸松崎

-国道や鉄道による分断

持量ぬ寵が喪~\ 事I臆 翻高1紛惑星
• J R.西鉄，幹線道路 (公共爽過 -商屈がさびれている
-天神， EE巷へのアクセスが良い (i'ヴセス) -ス-J，¥ー力Tない(獄屋〉

震い物に儒IJ 司謡番)
-銀行，郵便局
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イ 第2回ワークショップ

(ア)プログラム

1 開会・あいさつ

2 ワークショップの目的と

プログラム

3 参加者紹介・グループ分け

4 前回の振り返り

5 現状を確認する

6 名島の目指すべき姿・目標像

を考える

7 閉会・あいさつ

(イ)ワークショップの成果

②現状を確認する

前回の現状のまとめを基に設定された6つの切り口(1自然・環境JI安全・安心JI人

のつながりJI子どもの育成JI健康・福祉JI利便施設J)ごとに評価とその理由をグ

ループで話し合い，校区の現状を再確認しました。

まず個人で6角形のシートを使って，現状に対する評価を5点満点で行いました。

その後，グループで高い評価(良い)の理由，低い評価(悪い)の理由を話し合い，

ポストイットに記録しながら，グループとしての評価をまとめました。

自然・環境

5 

利便性

地域の活動

子ども・子育て

涯史

一一1斑

一樹2班

一山内31')1
安全・安心
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ウ 名島の目指すべき姿圃目標像を考える

現状の確認(評価とその理由)を踏まえ，将来の目指すべき姿・まちづくりの目標

像を考え，話し合いました。

まず個人で 100な名島になったらいいなあJ100な名島にしたい」など，名島の

目指す姿・目標像を思い描いて，ポストイットにそれぞれ3枚以上書き出し，次にグ

ループ内でそれぞれが思い描く名島の目指す姿・まちづくりの目標像を伝え合いまし

た。

グループ内で同様の考え方の目指す姿・まちづくりの目標像を分類し， 100な

名島J100が00している名島」など，具体的な状況やシーンが思い浮かぶような目

標を分類ごとにタイトルをつけました。

圏名島校区の目指すべき姿 a 目標像のまとめ

各裾ぬ苦手ちづくりぬ島標

自然を大切にする町に

美しいまち名島

自然豊かな名島

名島の付加価値は自然です

歴史を誇れるまち名島

防災を考える

夜でも明るい町に

安全なまち名島

長く住みたい名島

住みやすい名島

子ども会の盛んな町に

誰もが参加するまち名島

笑顔あふれる名島

活発な地域活動の名島(責任を持った)

信頼・キズナが看板・財産(資本)です

世代聞のコミュニケーションがとれる町に

あいさつできる名島

なじま星

高齢者も買い物できる町に

買い物しやすいまち名島

便利な名島

小さいお願い

世代間の交流

参加しやすい地域活動

高齢者にち痩利な環境づくり

(買い物〉
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エ 地域活動への関心を高める，参加を促すための一言
現状を知り合い，目指すべき目標について話し合ったことを踏まえ，多くの住民の方々

に地域活動への関心を高める，また参加を促していくために大切なことや必要なことを

一言書き出しました。

0声かけ
・声かけを続ける

-各町内でこれまで以上に声かけ合う(体育祭並に)

0伝える
・参加した人の楽しい感想をみんなに伝える

.名島公民館行事に参加する

-参加していない人に楽しいことを伝えていくこと

0広報
・大変難しいけど，情報発信と声かけを懲りずに

.もう少し回覧板の活用を

-広報を積極的に(公民館便り等で)

-行事の周知が回覧のみのものが多く，見流すことが多いと思う。回覧も遅い

0子どもを中山とした活動
.子ども参加型にする

・子どもの頃から地域に関心を持ってもらうために，子ども会の地域参加を促進する

0楽しめる行事の工夫
-誰でも参加できて楽しめる行事を企画する

0組織運営，行事の見直し
-組織，行事を抜本的に見直す

-その人の能力が活かせる分野の提供にたける

.担当部署をつくる

・参加に対してのインセンティブ+指名，割り当て

・おやじの会スタイルで強制しない範囲で誘い続ける

・メリット・デメリットをしっかり伝える(思い違い，デマが多い)

一7-



③ まとめ

地域課題の解決に向けて地域活動の活性化が求められるなか，地域自治組織の体制強化

は大きな課題となっています。

公民館サークルやPTA，子ども会育成会などの方々は，公民館に出入りし挨拶程度は

あるものの，自治協議会の役員の方々と面と向かって話し合う機会は少ない状況です。し

かし，これからの地域活動を担うことになる世代の方々であり，そのかたがたの校区への

思いや意見を知ること，また自治協議会の役員の方々と知り合うことは，よりよい地域づ

くりに向けた意識の共有をはじめ，人材の発掘など，これからの校区のまちづくりを話し

合っていく環境づくりのーっとして，体制強化につながる取り組みとなったと考えられま

す。

今回のワークショップを通じて，基盤強化に向けて得られたことを以下に整理します。

O話し合う揚づくりと参加の醇びかけ

今回のワークショッフ。は，若い世代の方々に名島校区を知ってもらい，また，どんな思

いを抱いているのかを知り合う，話し合いの場を設けました。また参加者の募集には，チ

ラシと実際の声掛けにより呼びかけ，普段参加しない若いお母さん方の参加もみられまし

Tこ。
子どもを中心とした活動に対する人の優しさを指摘する意見もワークショップでは多

く聞かれ，話し合う場と参加の呼びかけ(お誘い)の重要性が改めて示されました。

0名島校区，自治協議会などの取り組みを知り合う

これまで校区が取り組んでいる活動を紹介するとともに，ワークショップの位置プログ

ラムの中で，地図を使った名島のJ思い起こすグループ。作業を行いました。

今まで知らなかった校区の歴史について自治協議会の役員の方々が熱心に語り，若い

方々が聞き入りました。また，世代の違いによる現状の感じ方の違いなど，話して初めて

気づくことも多く，話し合うことによって改めて気づく，知り合うことの重要性が示され

ました。

0皆が共通に思える目標の実現に向けた取り組みを語り合う

若い方々を交えて校区の将来のことについて話し合う機会が少なかったこともありま

すが，世代に共通して，歴史や安全・安心，住みよいまちづくりを求めており，皆が共通

に思える目標を見出せました。その実現に向かって，今，自分にできることは何か，考え

るきっかけになっていくことを期待していきたいと考えます。

0活発な行事と多すぎる行事を見直す

名島校区では，自然や歴史をはじめ，子どもを中心にした交流など，活発に活動が行わ

れています。ただし，今回のワークショップでは，そうした活発な行事ゆえにその負担も

指摘する声も聞かれました。

若い世代の方々にも名島校区への関わりを多く持ってもらうためにも，良いところは継

承し，省くことができることは省くことも求められています。老いも若きも素直に意見が

言える環境をつくり，さまざまな方の出番や居場所をつくることで，さらなる校区への理

解や地域活動への新たな参加も期待されると思われます。
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(2)南区西高宮校区自治連合会

~みんなが出番のまちづくり~

0人口
O世帯数

西高宮校区のデータ(平成25年9月30日現在)

17，342人(男 7，822人，女9，520人)

0自治会・町内会数
O校区の特徴
-都心部に近く西鉄天神大牟田線平尾駅・高宮駅に隣接した交通利便性の高い地域。

-都心に近い割には緑が多く交通の便もよいため，マンションが数多く建設されている。

・人口は区内全25校区中で1番多く，人口密度も l番高い。世帯数は2番目に多い。

8，199世帯

28団体

-町内会数においても25校区中でl番多く， 28町内ある。

・過去10年間 (2000"'-'2010年・国勢調査ベース)で人口が11.7%増加。(南区1.9%増)。

・西高宮小学校の児童数(1，045人)は，区内全25校区中，最も多い。

① テーマの選定及びその背景

西高宮校区には， 2 8団体の町内会があるが，役員のなり手探しに苦慮している町内会も

多く，地域活動の維持・活性化のためにも，次代を担う人材(人財)の発掘・育成の推進を

校区課題のひとつに位置づけていた。

そのため， i役員の担い手づくり~みんなが出番のまちづくり"'-'Jをテーマにワークショッ

プを開催し，役員等の現状認識の共有を図るとともに今後の対応策の検討を進めることとし

た。

② ワークショップの開催状況

外部講師として十時裕氏(福岡市地域活動アドバイザー)をお招きし，各町内会，各種団

体から 1"'-'2名が参加して，西高宮公民館でワークショップを3回開催した。

日 時 主な内容 参加数

第1回 9/24 (火)19:00"'-'21:00 参加者の関係づくり，地域活動の棚卸し 54人

第2回 10/25 (金)19:00"'-'21:00 現状・課題について意見交換・検証 46人

第3回 11/28 (木)19: 00"'-'21: 00 今後あるべき活動について意見交換，提案 39人
一一一
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ア第1回ワークショップ

(ア)これからのまちづくりのシナワオ

講師によるパワーポイントを使った地域活動の現状，対話(ワークショップ)の重要

性を説明

[ 地域活動叩ーi主)
-みんなの出番，みんなの安心

.対話による地域課題の解決

(資料1Iワークショップの意義JI対話の重要性J P 1 3参照)

(イ)参加者の関係づくり(グJ!r-プ分け，自己紹介)

(資料2 Iグループ冴けJ P 1 3参照)

他己紹介シート(似顔絵も入り)を作成し，紹介を行った。

※参加者には， I気が和めた」と好評で、あった。

(ウ)地域活動を見直す (講師から説明，グJ!r-プワーク)

-アンケートに見る地域活動

市民の地域活動アンケートの予測クイズ(地域活動の評価と参加度)

(エ)地域の動きの把握 (グループワーク)

-西高宮の地域活動の棚卸

校区活動と町内活動，課題を出し合った。

(資料3 I西高宮地域活動J，資料4I課題一覧表」 P14参照)

(気づき)

-西高宮校区の特徴として，町内会の独自の活動が少なく，

自治協議会を中心とした校区全体の活動・事業が多い。

特に夏から秋にかけての行事が目白押しである。

-校区の問題として担い手不足が浮き彫りに。

イ 第2回ワークショップ

(ア)前回の振り返り，前回のグ凡戸プワークを元に作成した「課題一覧表J，【西高宮地域活

動】を元に講師が説明

(資料3 I西高宮地域活動J，資料4I課題一覧表J P 14参照)

(イ)グループ分け，自己紹介

(ウ)地域活動の現状(課題) 講師が説明

・低迷，苦慮している(課題を見る)

-負のスパイラル検証 (資料5I負のスパイラルJ P 1 4参照)

※負のスパイラルの説明の時は，会場からのうなずき，ため息の声が

上がった。
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(エ)今後あるべき活動と問題点 (グループワーク)

[結果]

(担い手不足の問題点での意見)

住民が無関J心

協調性の欠如

認識不足

やることが多い

面倒

手当が少ない

自分の時間をとられる

(今後の残したい活動として多かった意見)

※各自 2事業まで選出

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

運動会

夏まつり

清掃

防犯・防災・安全・パトロール

廃品回収

通学路見守り

新池まつり

ふれあいネットワーク

老人クラブ活動

もちつき

利己主義の増大

人の世話までしたくない

必要性や魅力を感じない

責任が重い上に仕事量が多い

大変そう

自分の生活が忙しい(利己的)

出ごとが多い

夫婦ともに働いているので忙しい・時間がない

若手の参加が少ない

転勤がある

マンションが多い

など

ウ第3回ワークショップ

(ア)前回の振り返りと前回のグループワークを先に作成した「苦嘉している課題Jr改善テー
マ」を講師が説明。

(資料6 ["苦慮している課題と改善テーマJ P 14参照)

(イ)グループ分け，自己紹介

(ウ)改善テーマについてグループワーク(ワールドカフェ方式)

(資料7 ["ワールドカフェJ P 1 5参照)
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(エ)発表各グループの代表者が発表

改蕃ァーマ

仕事，出事を減
らす

見合った報酬

活動の見直し

交流，知り合う
コミュニケーショ

ノ、

広報，発信(楽
しく)

③ まとめ

ア成果

グループでの意克のまとめ

仕事を楽しむ

仕事を分担しありがとうの一言を

時間を決め会議の準備をして臨む

町内会長，各種団体会長，条件が相違するので，一律に考えるの
は，難しい。報酬問題は難しい。

町内会の戸数が平均するように区割りをする。その上で平均化した報
酬に変える。

校区行事を減らす。運動会，夏祭りを2年に1回にしては(予算が楽に
なる。マンネリ化を防ぐ)。

子どもは全員子ども会員に

団体の事業のPR

あいさつ

子どもが自動的に子ども会へ入会する仕組みを

行事後の活動報告をしっかりやる

ホームページを開設するために，自治連合会が音頭を取り，作成する
若手を見つけ，早くとりかかりたい。

難しい問題であるが，区役所からの情報開示を(賛否両論)

・「役員の担い手づくり」をテーマに，普段議論ができない地域コミュニティの根本に関

すること，また，議論しにくい報酬やイベントの多さなどについて，和やかな雰囲気

の中，自治協，町内会，各種団体の役員等で話し合えた。

・対話の重要性を学び，ワークショッフ形式を経験したことは今後の活動の参考になっ

たのではないか。

・「行事の回数を検討しようJ1会議を短くしよう」等これまで触れられなかった事柄に

ついての意見に対し，多くの共感の声が出ていた。

イ 今後の取り組みについて

-参加者のグループワークでの意見，アイデアの段階ではあるが，今後の取り組みに関

する事項が多く出された。どのように実現していくかという課題はあるものの，見直

そうという機運が高まっている。

ウ 取り組みに必要な作業(準備)と役割分担について。

・参加の呼びかけを町内会，各種団体の会長とそれぞれの会長からの推薦者1名に行い，

現在苦労している立場からの意見(つぶやき)と今後活動を担われるであろう人の意

見を伺うこととした。多数の参加をいただいたが，計3回のワークショッフ。を1か月

間隔で全て平日夜に開催したこともあって，徐々に人数が減った。振り返りの資料等

を次回開催前にお配りするなど次回参加を促すフォローが必要でなかったかと思う。
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講師説明の一部)など【資料1](ワークショップの意義，対話の重要性
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会議型

可ーワショ、'170型
(奉加型)

徒来

今盟

3吉4
E
 

直量は人と人との関係
(対話) 気づきの基本は、

をつくり
話レ合いを通じて、テーマ 情報(状況〉の共有

の本質、意味を探求レ発見 可

個を築き、生活を豊かに
する

⑬個対話
マ

楽しくする 参加や行動を探る

【資料2】(グループ分け)※毎回グjトプ分け直後に(自己)紹介

班数 分け方 留意点

第 l回 9 -在住年数 0話しやすい場，聞を設ける
-地域の評価 0想い(つぶやき)を引き出す。

第2回 8 -役員になったきっかけ L同じ町内にならないように

-地域活動歴 2.点数，在住年数がぱらけるように

第3回 7 -議論したい改善テーマ lグループ5'"'-'6名
(第2希望まで) 極力，全テーマlグループは作る。
町内・性別は共通

内
〈
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【資料3】(西高宮地域活動)

西高宮地域活動

鏡区

議動会

話池fまつり
賄J!!l，トロール
ちιい;f.弓

E芝をまつり
しイヴザイドヴェスq
老人ヴ弓7，~量動
す1:;'"核諮
i語学蕗見守'1

露I

【資料5】(負のスパイラル)

(やる気のスパイラル)

やる気のスパイラル

【資料4】(課題一覧表)

行事、活まさへの三が引ない心

三 人と入とのコミョニケーション不芝々

3 

ヰ
'

o

H

川
)

いる句

会設の;お請が少ない令

館入率Jif号下している号

i笠誌のなり

会合が多い会

みん程表き鍔Ju，'"

i主箆iこ仕事、

どち会への参加の話下多

【資料6】(苦慮している課題と改善テーマ)

①仕事昼、出ごとを議らす ‘会合ぷ多い

・賢授が窓口=大~と葱わ目ている

‘持務叫事い・苦労がばかり

@見合った穏E調 ・司E:siて松市iを

-1:ーだf詰St'i?“メワット孟えしない

@活E迫田見寵L ・-，，>，.永yi乙 ・干必建

.jI主主のI'R 'r"q 協力者が~i;.，~ごい

@ 宮球‘釦司会うコミュニケーショシ

'iまめちnる ・ 1 ミ沼ニケ}シコシ本~

.3![]守{.t&-e示。叫す思

信広格、，.億{主主し<l

-訴しい{青報ツー)t....活主力白1マI

'0コミ 電 1畠7J'*が少ない
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[資料7](ワールドカフェ)

ワールドカフェとは，簡単な手順でリラックスした雰囲気を作り出し，自由に意見を出し合

えるようにする話し合いの手法。

参加者をカフェテーブルのような小グループに分け，時間を区切り，たびたびメンバー交換

をしながら，多様な会話と組み合わせの偶然性を楽しむもので，企業や大学，まちづくりへの

導入が盛んに行われている。

今回は第3回目の「改善テーマ」についてのグjレープワークで活用。

F
h
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-



(3)城南区片江校区自治協議会

~これからの地域に本当に必要なものは何か~

0人口
O世帯数
O自治会・町内会数
O校区の特徴

片江校区のデータ(平成25年9月30日現在)

11，712人(男 5，940人，女 5，772人)

5，847世帯

14団体

福岡大学に隣接し大学生の割合が多いため，高齢化率は城南区で3番目に低いが，

165歳以上」の人口は，平成13年の12.6%から，平成25年は19.3%と，急激に高齢化が

進んでいる。

公共施設の市民センター・図書館・消防署・市民フールなどを有しており，特に市民

センター横の西の堤池は，多くの人々の憩いの場として親しまれている。

地域活動も活発で，夏祭りと隔年で行われている文化祭では，各町対抗のステージ合戦が

行われ， 14町すべての自治会・町内会が歌・踊り・演奏・マジ、ツク等それぞ、れ工夫を凝ら

してステージを盛り上げている。

① テーマ選定及びその背景

|地域活動(人材育成〉は町内力湛本

片江校区では，平成19年度より「あなたと共に拓くコミュニティ」をスローガンとして，

自発的に校区の将来を担う人材育成に取り組んできた。更に，平成 24年度には人材育成を

継続的に行っていくため，自治協議会内に「人材育成委員会」を立ち上げ，地域活動及び人

材育成は町内が基本との結論に至り， 4つの短期目標を作成した。

In短期目標]
①町内同士，お互いを知り合おう。

②町内交流を活発にしよう。

③町内活動を楽しんでやろう。

④役割を分担し，引き継ぎをスムーズに。

そのため，平成 25年度は「これからの地域に本当に必要なものは何か」をテーマに町内

が活性化するアイデアを，各町単位のワークショッフ。形式で、話し合った。

(各町の詳細は，資料1 1片江自治協ニュース『かけはし ~J P 2 0参照)
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② ワークショップの開催状況

講師:佐々木喜美代氏(特定非営利活動法人 7ジ7ン・工イジング・ビジネスセンター上席研究員)

山内泰氏 (NPO法人ドネルモ代表)

開催場所:片江公民館講堂

日 時 主な内容

第1回 7/27(土)14:00""'16:00 片江校区の現状把握

第2回 10/1(土)10:00""'12:00 ソンミサン・マウルゲーム

第3回 10/26(土)10:00""'12:00 片江校区の現状把握

第4回 1217(土)10:00""'12:00 ソンミサン・マウルゲーム

ア第1回ワークショップ

(ア〉プログラム

1 開会，あいさつ

2 グループ(町別〉で自己紹介

3 <講義>

①福岡市の歴史と課是罫巴握

②データで見る
片江校区の過去・現在・未来

4 閉会

(イ〉アンケート結果(第1回参加者〉

。地域が抱えている課題は?

高齢化
交流 役員 参加者
不足 不足 不足

26.9% 16.4% 11. 9% 10. 5% 

(主な意見)

・高齢者が多くなっている。

交通安全 公園
問題 問題

6.0% 3. 0% 

参加数

57名

50名

59名

56名

少子化

1. 5% 

・単身高齢者が増えていることもあり，交流が少なくなっている0

.昔からの住民と新しく転入してくる住民との交流がない。

(ウ〉考察

対象者

隣組長・各町委員

(各町二役以外)

1.2回出席者以外

(各町二役も可)

わから
その他

ない

13.4% 10. 5% 

。 片江校区は福岡大学の学生が多く居住しているため，数字には表れにくいが高齢化が

進んでおり，単身高齢者が増えている。そのため，町内をより活性化し， Iきょういく

(今日，行くところ)J Iきょうよう(今日の用事)Jを考えていく必要がある。

また， IきょういくJIきょうようJを考え，環境をつくることで，互いに知り合い交

流を図ることができ，将来の人材育成に繋がっていく。

※第2回ワークショップで具体的に町内を活性化するアイデアを考えていく。
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イ第2固ワークショップ

(ア〉プログラム

1 開会・あいさつ

2 <ワークショップ>
ソンミサン・マウルゲーム

(1 )ソンミサン・マウルの説明

(2)ゲーム

①地域でもったいないこと

②地域で困っていること

あったらいいなと思うこと

③①・②を組み合わせて事業を作る。

④自分にでさること

3 発表

4 閉会

(イ〉ソンミサン・マウルとは?

韓国ソウル市にある地域で，平成6年に25世帯の住民が自分たちの必要性から，住民

の資金と力で、共同運営の設備の整った保育所を作った。この取り組みを発端として，人

と人とのつながりを広げ，現在では1， 200人以上が参加し，生協や図書館の運営など
70以上の地域事業を行っており， Iやりたいことが実現してしまうまち」として韓国の

住みたいまちNO.lになっている。

(ウ〉ソンミサン・マウルゲーム

(工〉各町からのアイデア

①各町のもったいないことやものを

黄色のポストイットに記入。

②各町の困っていることやあったら

いいなと思うことを青色のポスト

イットに記入。

③①・②を組み合わせてできる事業

のアイデアを赤色のポストイット

に記入。

④自分にできることを緑色のポスト

イットに記入。

各町のアイデアを共有するために，各グループ

ごとに出てきたアイデアの中から 1-----2案に絞り

発表。

(詳細は資料2I第2回人材育成ワークショップ

ソンミサンゲームJ P 2 1参照)
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ウ第3回ワークショップ
(ア〉プログラム

1 開会・あいさつ
2 グループ(町別〉で自己紹介
3 <講義>
①福岡市の歴史と課m巴握
②データで見る

片江校区の過去・現在・未来

4 <ワークショップ>
①良い地域になるってどんなこと?

②①になるためには伺がl白要?

5 閉会

<1回目(各町三役除く)と3回目(各町三役含む)のアンケー卜との比較)
・l回目， 3回目ともに3割弱の方が「高齢化」を課題と考えている。
. 1回目(各町三役除く)のアンケートでは「役員不足>参加者不足」で、あったのに対し，
3回目(各町三役含む)のアンケートでは「役員不足<参加者不足」となった。

(ウ〉ワークショップ『良い地域になるってどんなこと?Jの主な意見
。良い地域になるってどんなこと?
-コミュニケーション活発な明るいまち ・町内の人が集える場があるまち
・紳の深いまち ・安全，安心のまち
-あいさつができるまち ・子どもや高齢者を見守るまち
。良い地域になるためには何が必要?
-行事に参加する
・パトロールの参加者を増やす
.地域ぐるみで子どもを見守る

-できる人ができることをする
.大人がまず、は声をかける
-ふれあいネットワークの活用

エ 第4回ワークショップ 第2回ワークショッフ。と同内容
(詳細は資料3I第4回人材育成ワークショップソンミサンゲームJ P 22参照)

オ今後の取り組みについて
(ア)ワークショッフを通して出たアイデアを実現していくために，自治会としての
フォローが必要である。
(イ)第1・2回のワークショップ参加者と第3・4回ワークショップの参加者がこれからの
地域について話をする場を設け，もう一歩地域活性化への前進に繋げることが期待され
る。
(ウ)各町内に町活性化を考える委員などを設け， IやりたいことJや「できることJにつ
いて継続的に話し合いを行い，町内の活性化を実現することが期待される。
(エ)自治協議会の人材育成委員会と各町の町活性化委員(仮)が定期的に集まり，地域活
性化について話し合いをもてる場が必要である。
(オ)来年度，委員会主催の地域活性化に繋がるイベントを開催できるようになることが期
侍される。
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ごめんなさい

その一吉で

イキ孟り

2013年 J、権カレンダーより

機製翠糠考えよう

毎月1日母、
1部屋の灯りで、

雪白曾ee8
片7工3丁目31-21、肘工3丁目
33-15にあります。 (2ヶ庁日
高齢者クラブ三楽会による親陸一泊

方補予 (11月)
町内桜見 (3月)

子供会による浦谷公園清掃(毎月第3

封璽日)

③防犯灯をLED照明に切り替えるた
め、 15万円の予算を許上しているロ
町の安心・安全に努めるe

①掲示板は現在ありません。

②老人クラブ「和(なごみ)の会jで、

花見などを楽しんでし、ます。

③我が町内Iえ筏鈴者が多いので安全・

安'L'の缶百習慣を確立したいです。

:J:.'t.ち M 会長:馬詰武

ザぎぬ3
霊(.;)'.C杭戸 似合型乳時 宅二制

①老松制官にあります。 (1ヶ開

②敬老会

年末もちつき会

③ 子ども会を含め、町内の数手口を図る。

会長:馬更新牧男

d宣
-・・四・ E ・四・由晶司・皿._.ー.一、 一、， 
( ~いわせてんしゃい』
i 髄時募集中!
400字以内でお願いします。
お名前、文はペンネームをご記入

のうえ、片江校区自治協議会まで

ご投稿くださし、。

開高先:片江自治協議会

FAX:871・5341
、、
-.叫・四個目・目測四・同検明・山;. 

①城南市民プーノレ前にあります。 (1ヶ

開
②高齢者クラブ輸の会毅窓会 (5月)
パスノ、νイク

億総額藍

③近隣の集合住宅居住者は自治会未加

入者が多いので、加入率を上げていき

た川又、片7工lーlに住む人の額が
判り、明るく気軽に挨拶をかわす官Tに
していきたいロそ判丈高齢者ハの見

守り隊の役目を股すことに繋がる。

会長・田崎功
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鉱山怪一
片江枝区自治協議会

片江5-35-20 片江公民館内
電話・ファックス 871-5341 

①片7工1丁目バス停前、片i工1丁目
16-7にあります~ (2ヶ開

② 定伊陰、敬老会

③町内の粋を深めるための行事を今、

考えているところて寸三

①片iIi工機醸、片1工2丁目4 臨時
入口にあります二 (2ヶ耳吊

②餅っき大会 (12月)
③ 「子供会、高齢者が元気な町Jrゴミ
カり〉なし咽TJ従来の課題目標3今年度
i主従来の目標に「各委員と組長の強

化Iを計るeそれには F役負会の充実、

より住みよし咽丁、より誇れる町…みん

なて考えよう!!!Jをテーマlこ町の充
実を計るー

晶舘@⑤ 
錨を@主
母⑬

肘工校区へ引っ越しされてきた皆さま…ょうこそ肘Z校区へ!
片江校区は人口約1万1690人、約4，020世帯数
あります。 14の町に分かれており、各町内で様々な

取り組みが行われています。

各町の自治会長さんに3つの
質問に答えていただきました。

[質潤】

q路市はどこに設霞
しであります古ヴ

@滞ず吉行事はどんなこと均2

ありますか?(3つまで)

@">..5年度の町内の抱負は? i 
0 ・"“・・・・......・..........“'“....“"..・・ ...........~ 

エントランス、各棟のエレベーター1

階の横にあります。 (4ヶ開
マンション管理組合との共同避難訓

練を行っています。 (3月)

町内独自の行事が特:こなし、ので、アン

ケート等により、町内の意見を聞い

て、町内独自の行事を作りたv"

掲示板は現在ありませんが、代わりに

平成25年度から、インターネットで
情報公開を始めましfこ。アドレスは
http://prIl回1.C咽生atae4です。

町内パーベキz一大会 (7月28日)

ポーワング大会予定 (2月)

住民向誰もが、片江4丁目に住んでい
て「よかったりと恩えるような町に

したい。自治会苦臨ま「楽しいもので

あるJということを正しく伝え、自ら
進んで「自治命活動に参加したい !J
と，思ってもらえるようにしたい。

①小松ケ丘集会開官広地公踏鵠3主
車線前にあります。 (2ヶ開

②ノj怯ヶ丘併江5丁目 2回 60周年

記念葱業

③ 上Jl'e. 60周年記念事業に向けて、実

行委員会を5-6回開催し、盛大に行
いたい。

①去れあし会館前、北公園南iJlJ1.衿学校
前パス{事前にあります'0 (3ヶ開

② 自御方災司l牒 G玄・冬の年2回
敬老会

主巨井伊トローノレ (12月28-30日)

③ 1、「住民と共に拓くコミュニティj

をテーマに「住民本{立の自治会Jを追

求し闘且の強{ヒに努めます。

2、「組織は人なりJIこをづき優秀な
人材のた掘・育成と人の粋を大切にこ

の大きな2思Ill::挑戦し町づくりに取

:松田

①各事肱関砲、各韓外階段1Fにありま
七 (6:1lpJi)
②敬老会(日月)

もちつき大会 (12月)
防災司i腕 (3月)

③ 自治会役員のおEりを念頭に、人材育
成をこれまで以上に図っていきたい。

また、安全安心のための開日パトロー

ルや防災訓練も工夫を凝らして実施

します。

J 

①集会所つ品、 にありま1仁 (1ヶ開

②敬老会

バーベキュー大会

西片江2丁目との創可す事

f粋を深め、安全て安心して暮らせる

町づくりJを目標とし、子どもから高
官持の方々まで、一人でも多く参加で

きる事業に意をそそぐロ

会長.塩田弘吉

ったところにあります。 (2ヶ開

② 西片す工1丁目との合伺行事

③町民1人ひ、とりが地践に目を配る「思

いやりjや「あたたかさJを第一iこ考
え、「相互扶助j精神を大切:こする町

づくり。
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〈片江団地) iOb 

議室題人楊育成'1=1]シ富、、2な
、1/ミ脅〉守一む

10 集会所を活用してカフェを…よりあい活動 II~
.高齢化が進んでいる。

・ボランティアを募る0
.苔い方の育成をする。
. (忘れあいネットワークを勉強する。

(神松寺1丁目〉

i@神1サロンプロジェクト
〈西片江2丁目〉

・公民館が山の上にあるため，自分たちの都合がいいところに建てたいB
・1号.2号.4号公園があるわt狭くて遊べなかったりする。

会 |@お茶どころ寄っといで|

・空き地があるので.そこで行う.
・アルバイトで大学生を震う。

・公民館と公園の再生や利用という壮大なプロジヱクト。
・話し相手がいるので，話し相手iこなる。
.メニューを提供するa

・老松神社を宣伝してまちづくり。

・少額出資希望者がぞくぞく集まっている。( (片江5丁目2区〉 ・掃除をする人.自分の趣味を生かす人。

(片江1丁目2区〉

i@フリースペースおもてなし
.江隠~15の有効活用。
・力フェをする。材料は農園で作った野葉。
.不用品のリサイクルフリーマーケット。
.おもちゃのリサイクルおもちゃ図室館.

(神松寺3丁目3区〉

|@町の駅 K州 CHI I 
・創立60周年を迎えた i巴名称小松ヶE旬
.ゆるキャラコマッチー作成。
・お諜子，パン作り，クリーニング.マッサージ，ネイルができる人材がいる。
.古着ショッブe
・地下鉄までのシャトルパスを運行。
.有線アナウンス
・市民震園
・福岡大学の学生にアルJ'iイ卜してもらう。(福岡大学が一番近いまち〉
• 3，CXコ0円を一口として寄{寸を募る。

。
(片江1丁目1区〉

|@3丁目の夕日カフェ ro時だよ全員集合広場JI 
.集会所の育劾活用。

|@人材発掘力フエづくり

・出席者のお宅の一階が空いているので，そこで始める!!やりたい!!
.料理はできる.・井戸端会議的なもの。

.お年寄りへの声か11.

.本の読み聞かせ。
'SHOPナチュレ・・・パジ・お葉子・ケーキが作れ否。

〈片江4丁目〉

.パソコンが得意なのでちらしづくりはできる。

〈神松寺2丁目〉

@SHOPを聞く
@パトロール

|@アクターファイブスクールながのカフェ(長野食堂)

.料理が上手な長野さんlこ料理を作って漫供してもらう。

・文具屋さん，アクセサリー，モービル.雑貨后B
・手作りのお后で，雑談わTできる場所として。
・シニアiこよるパトロール。

〈神松寺3丁目1区〉

|@なかよしサロンl
.高齢者が多い。

.保育所とデイサービス機能。

〈西片江1丁目〉

@高齢者向け配食
@カフェ

-2きアパートもあるが，集会所でまずしたい0
・配達，雑用，片{寸けできる人i立川る。
・料理長を雲集する。

委書
/ 

・土.日限定2時間パトロール.

@井戸端会議場 日々ありがとうを忘れない町内

.高齢者が一言多い1也i或。
-現役農家の方がいる。
・農園の作物を売る。
・料理教室を開く。
.お年寄りに来てもらう。

〈片江2丁目〉

10永田を使おう会!
・福岡大学の永田先生が居住B

・江陽自Eに天文台を作り，震を見る!月を見る1
.楽しい江陽館にしたい.
・阿蘇神社ち活用する。お年寄りが集まり，話をする揚とする。
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(片江5丁目2区〉
@集会所でカフェ @思いやり事業
@福大行っちゃうツアー.

麓411主人鵠育議rFjJ=='1 シ車、''1~
、I~ミ時〉守一色

-大学生と一緒に震圏を耕す。
.家具や遊具を作れる人がいるロ
.福岡大学の学食が入りづらい。
(福六行っちゃうツアーを鼠行〉
・坂が多いので家の前に弥憩用の丸太のベンチを置く.
手すりをつけてもらう。
-トイレ!こ行きたくなっ1E.ら貸してあげる。
(子ども什O蓄の家みたいに〉
・車を貸し出せる人は，草を貸してあげる。
・おじいちゃん，おばあちゃんに子どもを預かってもらうロ

(神松寺3丁目 1区〉

|@リーダーの発掘 l 
-集会所もあり，お金箔ちの町内。
.美人さんが会合に出てこない.
(子ども会との交流を図る=美人発掘チームのリーダーをつくる)
.会社勤めの人が町内活動に参加しない.
(おj酉を酌み交わす=酒豪の1)ーダーをつくる)
.公園の活用ができていない.
(公園の管理ができていない.手当をもらって衛生管理する〉
・町内の奥さんたちの顔は分かるが，旦那さんの顔が分からないa
(高級ワイシを飲む会ご祭礼請制度)
・空き家の活用
・交番がない。(安全対策の賢任者を〉

(神松寺2丁目〉

|@空き家をたまり場!こ

.町内の方の顔が見えない。

.集会所がない。
・老私、会館を間借りしているが.坂が急。
・空き家をたまり場に
(ソフ?ーを置いてスターパックスのように〉
.平地の空き地ちだまり揚に。
-ケーキやコーヒーを出す.清掃をする。

(西片江2丁目〉

|@西片江コミュニティホールi
-山の手，空気がきれい，録が多い町内。
・居住者がいなし1アパートがあり.
-穴さな屋致に一人暮らしの人もいる。
・きいファミリーと一緒に集える揚があればよい0
.集会所の使用頻度が憶し¥.
、・大学の広大な土地ちどうにかならないか.
1 高齢者住宅&託児所

6
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〈西片江1丁目〉

@福大の若い人の力を活用
@庖舗(フタパ害届等)と交流したい
@放置自転車の解消

・高齢化が高く夢ち希望もない在意内・-と言いつつ夢や希望がいっぱいb
.団塊の世代がi也1或に入らないのが課題.

〈片江1丁目2区〉

10片江の駅 i 
・財震も土地ち時間もある町内0
.産直野菜を売る.
・居酒屋刀フェ。(料理を作る。〉
・コミュニティパス(1'也i或タクシー〉を走らせる。

(片江2丁目〉
‘@たまり場プロジェクト
@江陽館にコンビニ・スタパを作ろう会

・江隠館，片江公園，阿蘇神社の有効活用。
・時々はコーヒーを欽みに行く.
-掃除に行く。

〈神松寺1丁目〉

|@いこい農園お茶処 i
-空き農園の有効活用。
(1'乍ったものをみんなで食べる)
o妾待ができる。草娠さができる。〉
・公園は3ヶ所あるが狭い。
-コラボして実行に移す!!

〈神松寺3丁目3区〉

量。若い人が集まるジャニーズショップのようなもの
@マッサージが夜遅くまでしてもらえる施設

-お金も土地ちない。
・集会所の利用率が{震い。
・子どもは玄関のエントラシスで遊んでいる.
ー.居住者800人のうち100人以上が60歳を越え疋。
・閉鎖的な部分もあるので，コミュニティを図れるマンションに。

〈片江4丁目〉

|@青年団をつくりたい!

• J~\が若ければ青年回
・自治会から予算を組む。
・定例会で宣言。(っくります!!)
.食事の提供。

〈片江1丁目1区〉

i@カフェ l 〈片江3丁目〉

i@よろずやさん
.民家を利用回
(おじいちゃん，おばあちゃん，子ども.
全世代が集まってし疋いことをできる場を。お茶飲みi君。)
ー保育の資格を持っている人あり。
・江隠~g:でパザー。(物/守交換〉

-集う11$0
・レストラン。(信てるものは出さない。〉
.料理はできる。
.看板は書ける。
.喜察署ができればいいロ
.駐車場や公園の利用。
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(4)博多区自治協議会長連絡協議会

~住みよいまちをみんなでつくるために~

0人口

O世帯数

O自治協議会数

0自治会・町内会数

O博多区の特徴

単身世帯が7区中，最も多くその割合は全世帯の6割を超えている。

JR博多駅，博多港，世界有数の利便性に優れた空の玄関口である福岡空港を擁し，西鉄

天神大牟田線やJR九州の駅が集中しており，多くの路線パスが走っている。

雑銅隈駅周辺では連続立体交差事業が行われ，地下鉄七隈線の天神南~博多聞の延伸事

業が進むなど，都市の機能が充実・発展を続けている。

また，九州最大の歓楽街である中洲地区がある一方，多くの神社仏閣が点在するとともに

弥生時代の遺跡なども多く見られる。さらには，伝統的な祭りや文化も豊かで，歴史と伝統

博多区のデータ(平成25年9月30日現在)

211，018人(男 102，693人女108，325人)

121，274世帯

22自治協議会

374団体:

が地域にとけ込み受け継がれている。

① テーマの選定及びその背景

博多区は，市内でもより都市化が進んでおり，その状況は，会社・事務所が多い地域，戸

建てが中心の地域，共同住宅が中心の地域等に分れ，地域の状況や町内の世帯数により課題

や取組み方も，異なっている部分も多い。

今回，各校区(地区)自治協議会から4名程の自治会長等を推薦いただき，地域の状況に

より班を分け，意見交換の中から自治会・町内会活動の課題を見つけ，対応策・解決策を考

え，住みよいまちづくりを検討する。

② ワークショップの開催状況

講 師:十時 裕氏(福岡市地域活動アドバイザー)

開催場所:博多区役所保健福祉センター集団指導室

日 時 主な内容 参加数 対象者

第1回 9/21 (二日 10: 00'"'""'12:∞ 課題の掘り起こし，掘下げ 76名 自治会・町内会長

第2回 10/12 (二日 10:叩'"'""'12: 00 振り返り，校区での活用 64名 自治会町内会長l

司
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ア第1回ワークショップ

(ア)プログラム

開会・挨拶

2 m内の町内活動について
3 課題の選定

4 課題の現状・原因から対応策を探す

5 代表班による発表

6 閉会

(イ)班分けおよび町内の活動状況

地域状況に応じて戸建て中心，集合住宅中心，戸建て・集合住宅半々，会社事務所中

心等と，構成世帯数の大小を加味して 13の班に分け，地域の話題や校区活動，自治会・

町内会活動の事例について，班ごとに話し合いを行った。

(ウ)課題の選定

参加者数も多く，出される課題が多種多様になりすき、る恐れもあったため，主催者と

アドバイザーで検討し，あらかじめ用意した次の表から，各自治会・町内会の課題を選

定する方法とした。

題

日常の活動内吾妻力Tよくわからない。

出ごとが多く、どこまででなければ。

役員のなり手力~;ない。

手伝ってくれる人が少なし、、

参加者が少ない、いない。

新i日住~の関係。

自治会・町内会力口入の{毘下

足玉幸良・ PRO.)てむりアラ。

高齢者の見守りが十分できなし、。

自治会が持つ情報が不足レてし、る。

情報に限りがある。

し、左~し、。

翠

。
③
)
…
ゆ
④
⑤

A
W

⑦

⑧

⑨

⑮
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(エ)第1固ワークショップのまとめ
地域の状況や構成世帯数にかかわらず「役員のなり手がいなしりを課題とした班が

過半数であり， i高齢者の見守りが十分にできないJi出ごとが多くどこまでしなけれ

ばならないか」を課題とした班と併せ3課題について意見交換を行った。

班ごとの取りまとめ状況は次のとおりで、あった。

班状況 選定課題 現 状 原 因 対応(案)

1班6名 役員のなり手 -前会長時代から役員 -やる気のある人 (60 -出ごとを減らす

がいない になっており交代 '"'-'70才)が少ない -時間帯を考慮する(昼→

戸建て中心 時期に来ている -高齢化している 夜)

50 '"'-' 200 -各種団体に役員選出

世帯 をお願いしている

-出ごとが多く生活に

支障をきたしてい

る

2班7名 役員のなり手 -会社勤めの人が多い -慢諾して1;'7;;;}jJ多い -魅力ある町内活動を行う

戸建て中心 がいない -地元の方が減っている -行事の人集めが大変 -町休尉ん約の定年制等を削

200 ~ 650 である 除する

世帯

3班6名 役員のなり手 -役員が固定化傾向に -役員の仕事が多い -手当を考える

戸建て中心 がいない ある -関心がない -会長を使う

200 ~ 700 -役員を兼任している人 -役員が批判を受ける -若い人に興味を持って

世帯 が多い 場合がある もらう

-役員候補者が拒否する -仕事量を減らす

4班7名 役員のなり手 -新旧住民関係が難しい -高齢者が多い -楽しし会合忍酔す

F強弓蛤{謹 がいない -白色劫臥iJ~~町している -人材がいない -定年前から声をかける

200 ~ 500 .80イ切渉く50・60イ制主主 -独身者が増加して -家族向けの住宅を増やす

世帯 かりが'd:lt) いる

-少子高齢化が進んで

いる

5班7名 役員のなり手 -役員の年齢に差がある -役員l公りたがGtJ.V) -活動と見合う手当が必要

用量長治{謹 がいない -総会の出席者が少ない -無関心(関心がない) -役員に負担をかけない

150 ~ 600 • 2年 l期で役員を辞め -忙しすぎる -若い世代に関心を持って

世帯 た後，無関心となる -高齢者が多い もらう

-候補者名簿を作成し)11頁

番制としている

6班7名 役員のなり手 -遣務委員会をま庫勤も6告封 -町内会長が名誉職に -コミュこうLーションをとる

戸逸話給i謹 がいない u吏員で決めている なっている .~自3長しく出帝し廿頁くた

550 ~ 1000 -白?で持総長をま叔ねお -若年閣は仕事をして 民注江終了右越こノミュニケーシ

世帯 らtJ.V) いる ョンをする

7班5名 高齢者の見守 -孤立死があっても会長 -情報が不足している -住民台帳の一部開示 (75

集合住酔む りが十分にで は家に入れない . t5'M詰Uこくし3 才以上)が必要である

30"--' 160 きない -独居老人が増加してる -京間宇る機会が限られ -住民の関わりの機会を増

世帯 -居住者が高齢者ばかり るので会えない やす

である -結果を求められる -役員以外の関わりを増や

-住E勃ぢ/tJ.V) す(協力体制整備)
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班状況 選定課題 現 状 原 因 対応(案)

8班5名 役員のなり手 -役員が毎年交代する -行政の支援がない -行政の支援指導を望む

集合住召中心 がいない -高齢者が多い -若い人が少なしミ

150 "-' 400 -活動への参加者が少 -関Lがない
世帯 ない -やる気がない

-仕事をしている人が多

く役員を引き受けて

くれない

9班4名 役員のなり手 -団地住民が高齢化して -開拾し功壮くなった -イベント記貯す

集合住酔心 がいない いる -行事運営のPRが不足 -ネットワークを充実する
150 "-' 500 -輪番制なのに理由をつ している -子どむ現海部曽す

世帯 けて協力しない -住民への取組が不足 -老人グラフ道部有する

-役員が固定化している している

10班5名 出ごとが多く -行事や会議が多い -高齢者が多く，若い -役割分担を考える

集合住酔心 どこまでしな -兼務が多い 人は転出している -手当を増やす

8叩"-'1300 ければならな -役員になりたくない -役員が不足している

世帯 いか -手当が少ない

-会議など出ごとが多

しミ

11班6名 役員のなり手 -祭りには参加するが， -組j識に属さない -家族向けマンション(の

商庄街寺社 がいない 自治会には参加しな -昔みたいな付合いが 建設)を誘致する

等 しミ 少ない -祭りを活用し，活性化を

30 "-' 150 -高齢者が多く，活動で -高齢化している 図る

世帯 きる人がいない -親世代が残り若者が

町外へ転出する

12班5名 役員のなり手 -小学生の親が少ないの -会長職が多忙にみえ -住民名簿がほしい
集合住宅・ がいない で町内のコミュニケ る -活動の簡素化が必要で

会社事務所 ーションがとれない -名前，年齢，世帯人 ある

200 "-' 500 -ワンルームが多いので 数がわからない -コミュニケーションを

世帯 人と人とのつきあい 図る

がない

-仕事を持っている方が

多いので役員を引き

受けない

13班7名 両齢者の見守 -ふれあいネットワーク -独居のうえに高齢化 -行政へ住民情報の開不
集合住宅事 りが十分にで の訪問員を倍増した している を要請する

務所あり きない -老人会に手伝ってもら -高齢で体が動かな -地域内でのPRを行う
600 "-' 1150 っている しミ -若者の協力を求める

世帯 -民生委員任せになって -組織化が不足して -冗気高齢者が声掛けを

いる(個人情報保護が いる 行う

関連している) -情報が不足している -隣人を知る

• PRが不足している -幼老共生(子どもと高齢

-紳が不足している 者の交流)を行う

-無関心である -環境づくりに取り組む

-隣組単位の連携を強化

する
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イ第2回ワークショップ、

(ア)プログラム

1 開会

2 振り返り

3 課題の対応策・解決策の掘り下げ

4 それぞれの校区に分かれ活用への話合い

5 閉会

(イ)課題の対応策圃解決策について

第l回のワ一クシヨツフ。で

策.解決策を話し合い，以下の提案があった。

【役員のなり手がない】について

01なりやすく(だから役員になるのは嫌だの解消)Jするために

①出ごとを減らす ②手当を用意する

③仕事量を減らす(役割分担，集中防止)

01ひらく(拒否感をなくす)Jために

①高齢者が好きな活動 ②若者に魅力ある活動

③楽しい会合 ④ふれあいサロン， 老人(シニア)クラブの活用

01準備する(仕込んでいく)Jでは

①定年前からの声かけ

③部会への強制加入

②若い人が住める混合型マンション

④定年制を用意する

【高齢者の見守り】について

①住民間の関係，関わりを高める ②対話の場を増やす

針子政の住民台帳を公開する ⑥舌動をPRする

⑤幼老共生(高齢者，声かけ・子どもとの交流)

⑥隣組単位の連携強化

【出ごとが多い】について

①役割分担を行う ②手当を増やす
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(ウ)十時講師によるパワーポイントによる研修

自治会・町内会の制度，取組活動，課題や解決等について分かり易い説明があった。

<資料から参考>

無関Js¥• 不参加

行政依奇/わずらわレさ/3者探君子
可

地域社会iこ住む人々が
よい環壌のもとで

充実レた生活ができるよう

共同で努力する

〔竺三;守鴇奈
/一一-------一
麦犯のない
i吾容

(エ)校区(地区)での活用(まとめ)

やりがいか見
えない

仕事If多い
時国が耳11~L\

人材不足

主霊友亙

高齢化

コミュニケーシE〆
平阜

やる気のスパイラル
LP  

各校区(地区)，自治会・町内会は，それぞれ地域性はあるがボランティアを楽しく，

活動しやすいようにしていくことや，高齢者の見守りについても，老人クラブを活用

するなどの意見を踏まえ，今後の自治会・町内会活動の参考とし，住みよいまちづく

りに取り組んでいくこととした。
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2 テーマ「町内会への加入促進」

0人口
O世帯数

( 1 )中央区高宮校区自治協議会

~コミュニティ活動への全員参加をめざして~

高宮校区のデータ(平成25年9月30日現在)

11，958人(男 5，129人，女6，829人)

8，007世帯

。自治会・町内会数 24団体

O校区の特徴
高宮校区は，西鉄大牟田線，城南線，筑肥新道，那珂川などに固まれた地域で，

都心に近く，交通の便が良い住宅地であり，マンション等の共同住宅が9割以上を

占めている。

① テーマの選定及びその背景

コミュニティ活動をより効果的に実施するためには，町内会加入率の向上と活動資金の

確保が重要である。高宮校区では，マンション等の共同住宅が9割以上を占めており，加

入率の低下が懸念されている。

よって，町内会加入促進に向けて，現状や課題を共通認識し，課題解決のための取り組

み事例や工夫について情報交換して各町内の加入促進に役立てることとした。

②会議 E ワークショップの開催状況

町内会長を対象として，町内会長定例会後に高官公民館で会議・ワークショップ形式で5

回開催した。進行は，中央区地域振興・支援課の校区担当係長が行った。

日時 主な内容 参加数

第1回 6/1 (土)11: 00"" 11: 30 テーマ選定 23人

第2回 7/13 (土)10:40""12:00 課題，取組状況について 23人

第3回 8/10 (土)11: 00"" 12: 00 情報共有・意見交換 23人

第4回 9/7 (土)11: 00"" 12: 00 情報共有・意見交換 23人

第5回 10/5 (土)11:00""11:30 まとめ，今後の取り組み 23人

ア 第1回会議(全体会議) テーマ選定・会議の進め方

人材の発掘・育成，防犯・防災・安全対策など，様々な課題があることを共通認識した

うえで，町内会や校区自治協議会全体の運営に欠かせない課題の 1つである「町内会加入

促進」をテーマとすることとした。
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イ 第2回会議(ワークショップ) 情報交換 a意見交換

地域ブロック別に3グループに分かれて町内会加入の状況や課題，取り組みの現状や工

夫していることについて，付筆紙や模造紙を使ってワークショッフ形式で情報交換や意見

交換を行った。

居住形態によって課題や取組内容が異なるため，タイプ別に分類して意見交換し，課題や

取組状況の意見を出し合って整理した。

加入促進に関する課題と取組状況 )ブロック

分類 現状・課題・問題点
取組み・工夫してい 今後取り組む

ること アイデア・工夫

共通

ワンル 賃貸型

ム

分譲型

ファミリ 賃貸型

ータイプ

分譲型

居舗 住居
体

通勤

会社・企 本社
業・事務
所

支庖・
支社

その他

(地域ごとに3グループに分かれて意見交換)
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ウ第3・4回会議(全体会議) 情報交換 E 意見交換

第2回会議で出されたタイフ別「課題・問題点」ごとに取り組み状況や工夫しているこ

と，今後の取り組みに関する意見やアイデアなどを出し合った。

(各グループで出された課題や取り組み状況について，全体で情報を共有，意見交換)
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町内会加入促進に関する課題と取り組み事例について

分類 課題・問題点 取り組み事例

-表札もなく，住んでいる人の O管理会社への働きかけ(主に賃貸住宅)
名前がわからない。 -新築マンションの場合，着工前に管理会社と

-管理会社によっては，会っ 町内会加入等の交渉している。

てもくれない。 -管理会社の本社に行って町内会加入のお願い

-オートロックで入れなく，集 をして，家賃の請求書と一緒に各戸へ御願い

金しにくい。 書を出した結果，全戸徴収できた。

マンショ -個人に請求しても払ってくれ -管理会社と交渉することで，町内会費を一括

ン等 ない。 して町内会口座に振り込んでくれている。

共同住宅 -管理会社が変わって，新しい O管理組合への働きかけ(主に分譲住宅)
管理会社が町内会費を集めて -自分(町内会長)の顔を覚えてもらうために，

くれなくなった。 理事長(組合長)，管理人や住民に対する声掛

-分譲マンションでも，オーナ けを心がけている。

ーが賃貸物件にしていると， -町内会の活動内容(意義)を広く周知しても

戸別に管理会社が違うため， らっている。(防犯灯・掃除・パトロール等)

町費を納入してもらえない。 -管理組合から一括振込みしてもらっている

(8割納入)
0その他
-活動への理解や関係を築くために，未加入世

帯にも毎月「自治協だより」を配布している。

-賃貸仲介会社に，募集時(契約時)に町内会

加入(会費)について説明するようお願いし

ている。

-町内会総会を年2回(中間期を入れて)行い，

各役員さんに連絡を徹底して，行事(パスハ

イク，花見等)への参加呼び、かけをしている。

-住んでないので加入しない， -庖舗や会社にも防犯・防災，清掃活動への理解

と言われる。(自宅で加入して と参加を求めている(チラシ・面談・ etc)

屈舗・会社 いる) -定期的に説得のために訪問している。

等 加入した場合何かメリット 献血では全ての庖舗，会社にお願いしている。

等あるのか，と言われる。 -体育祭の広告(助成)についても協力をお願い

-校区内に飲食屈の夜間営業が してまわっている。

多くなっている。住民(特に -本社にお伺い書を送付している。

一戸建)との調和をどうとっ

ていくかが課題。

-本社の承認が必要と言われて

いる。

-駐車場から町費を徴収できな -駐車場からも管理会社に連絡して会費を徴収し

いところがある。 ている。

その他 -外国人に町内会の説明がしに -国際交流協会の周知(通訳派遣制度，ごみ出し

くい。 ルールパンフレット)

-老人ホームはどんな徴収をす -事業所として加入を依頼する。

ればよいかわからない。 -本人から生活困窮の申し出があれば，徴収して

-生活保護受給世帯に対しては， いない。

町内会費の徴収が難しい。
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エ第5回会議

加入促進に役立つ「町内会加入のお願い」のチラシやマンション管理組合・管理会社と

取り交わす「覚書」・「協定書」のひな形などについても意見交換，情報交換の結果ととも

に報告書にまとめ，今後の加入促進に役立てることとした。

また，今後の取り組みとしての工夫やアイデア。行政や管理会社・不動産仲介業者等に

対して，協力を求めたい事項などが出された。

(ア〉校区や町内での取り組み

-ウェブ(ホームページ)を使った自治活動PR，行事参加のPR

・町内会として支援活動をアピール

-校区のホームページの充実を図る0

.もっと各町内会長の経験談を聞く。

-庖舗と小規模事務所等で校区内の商工組織をつくり，相互連携を図っていく(高宮校

区には現在無し)

(イ〉不動産仲介業者園管理会社への要望

-賃貸ルームの賃貸契約時に仲介業者等が，必ず町内会費の項目を明記して「重要事務

説明」として賃貸人に町内会費の納入について了解をとる。(現に募集パンフレットに

明記し，契約締結時に町内会費を明示している業者もいる)

(ウ〉行政への要望・意見

-福岡市の条例で町内会加入の義務化をすべき!

-区役所(市)から住民に町内会加入について王朝平を求める0

.協力を得られていない管理会社等との協議の場の設定

-不動産仲介業者・管理会社に賃貸契約書への「重要事務説明」の明記と協力依頼

.住民の名簿がないと町費の徴収や国勢調査もしにくい。

③ まとめ

管理会社と「協定書」を取り交わすことで町内会加入を確実にするなどの工夫が

なされていることを，全町内会長で情報共有することができた。

また，不動産仲介業者に町内会加入について「重要事務説明」項目に位置付ける

ように協力を求めるなど，今後の取り組みの方向性に関する意見も多く出された。
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④参考資料

。管理地域協定書 資料1(P 29'""3 1) 

マンションとの管理に関する協定書

0町内会費支払い方法に関する覚書 資料2 (P 3 2) 

マンションとの町内会費納入に関する覚書

0町内会加入のお願い 資料3(P 3 3) 

住民への加入のお願いチラシ
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管理地域協定書

(甲)福岡市中央区 町内会

(乙)
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管理地域協定書

福岡市中央区 ‘町内会(以下、甲という。)ど

• (以下、乙という。〉は、 ;町内会ど、 C仮称) マンション

(以下、本物件という。)の入居者がお互いに良好な住環境を確保・桂持し、地墳における自治活動

の円滑な運営を計るため、下記の通り管理地域協定書(以下、協定書という。)を締結した。この

協定書ほ2適作成し、甲・乙双方が記名拝印の上、各々その1通を罷有するものとする。

記-

l.乙は、本物件の維持・管理に関じ行政の指導及び関係法の定める内容巳従い、地域との調和を

勘案して総合的な責任を持つものとする。-

2. 乙は、入居者を厳選し入居後に騒音、不法ゴミ投票、違法駐車等地域に迷惑をかけないように

指導する。又遵守できない入居者については厳重なる注意を行い、改善できない場合は退去勧

告など・責任を持って対処するものとする。

・3. 乙は、甲より管理規約等管理に関する書類及び入居者名器等の提出を求められた場合は、速や

かに協力し提出するものとする。

4.乙は、敷地内にゴミ置場を設けて福岡市のゴミ収集車によるゴミ収集を依頼する。文、野良犬、

野良猫、-カラス等が食い荒らすことがないように囲いなどを設置し、敷地内や前面道路の清措

を行うものとする。.

5. 乙は、敷地内の道路面に防犯灯を設置しJ地墳の防犯・防災に協力するものとする。

6. 乙は、本物件にお吋る防火設備の誰持・管理について万全の注意を払う。

7.乙は、入居者及び入居関係者による違法註享をさせないように十分管理する。又違法駐車があ

った場合は迅速に対応し、迷惑をかけないようにするι

8. z::.は、入居者の転入、転出時における荷物の積み下ろしは敷地内で行う。

9. 乙は、本物件の 1階部分に集合郵便受け及び掲示板 (90 cmX 1 2 0 cm程度)を設置する。

10.地域や行政に関する広報誌は速やかに受取り各世帯に配布する。また回覧するものは備え付け

の掲示板に貼り周知徹底をはかる。

11. 乙は、入居者に高官校区自主防災会の趣旨、内容を説明し非常時に備えるものとする。

12. z:.!士、国勢謂査等行政が実臆する調査に協力するものとする。'

13.乙は、建物管理人を常駐又は巡回させ下記の業務を行うものとする。

(1)入居者の騒音・註享・註韓の処理

(2)建物敷地内及び前面道路の清掃

(3)本物件並びに近隣にて発生した緊急事態には迅速・機敏に対応し、甲に連絡をする。

(4)近隣の住民と入居者聞のパイプ役として両者の融和に努力する。

(5)その他、地域・町内の行事及び自治業務に対して協力するず

14.乙は、本物件及び入居者に関する甲の苦情が発生した場合は、甲と適宣交渉し苦清の解決に当

るものとする。
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15. 乙は、入居者にかわり下記の通り町内会費をまとめ甲に対して納入するものとする。

但し、初年度においては別途協重宝するものとする。

(1 )前期分4月""'9月分までの6ヶ月分を4月中に納入

後期分10月~翌3月分までの6か月分を 10月中に納入

金額の算定 世帯数×ぺ円(月額)

(2)事務所及び唐舗については則違取り決めるものとする。

16.乙は管理会社を別途選定する場合は木協定書内容を管理会社に完全に引き継ぐ責任を負うもの

とす石。

"1マ.乙iま、本物件の管理会社を変更した場合は、甲へ速やかに連絡し、自治活動の円滑な運堂に支-

障をきたさないようにする。

18.本協定書に定めのない事項が発生した場合は、その都度協議し甲、乙双方が誌意をもって解決

に努めることとする。

以上

平成年月日

甲 福岡市中央区

町内会長

乙

7'' 
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町内会費支払い方法に関する覚書.

町内会.(以下甲という)と、 (以下己という)とは

末尾記載のマジション居住者の町内会費納入につき、乙が代行する之ととし、.次の通り覚書を締結した。

この覚書は2通作成し、甲及び乙双方が記名持印の上、各々その1還を保有するものとする。

記

1. 1世帯当たりの町内会費は、住宅1ヶ月当たり 円、事務所町 、 円、唐舗

2.町内会に納入する金額は総額 円とするb

円とする。

算出根拠: ‘円×世帯X6ヶ月X80%=

円X事業所ザ唐舗数X6ヶ月=

円

円

3..町内会への納入時期

ー前期分とbて当年4月"-9月の6ヶ月分を当年4月末日までに、.後期分として当年10月から翌年

3月までの6ヶ月分を10月・末日までi己、甲の指定する預金口座に握込みにて支払.うものとする。

但し、覚書初年度のついては平成ヘ 年月から向者三月までのヶ月分 円を周年 J

月・までに支払う。なお、振込手数料はむの負担とする。

4. 甲の援込先

金融機関

普通口座 :口座番号

口座名義 :、 :町内会会計;

5.乙は町内会費のf切T業苦に変更を生じた場合はその責任と負担において本覚書をきi継ぐものとずる。

以上e

平成- 年 月 日

甲住所 福岡市中央区I

氏名 三町内会

会長

乙住所

氏名

母

@ 

物件の表示

物件名称

物件所在地

絵、世帯数
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!校区

会長

会計

町内会

@ 

町内会ご加入のお願い告

告 時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。

高官校区:• ~~;.ぺ・ペ.~ :.~. ~(町内会でございます。

当該町内は住宅地域(第 2種住居地域)ではありますが、都心に近い地域のため

旧来からの居住者と企業の事務所並びに近年増えてきました居舗などが混在する

地域となっております。

それゆえに校区にお住まいの方のみならず町内にて企業活動をされる方や、飲

食や物販の営業をされる方にもご協力を頂き、地域の防犯パトローノレや町内清掃

等の環境維持、交通安全対策など、安全・安心で快適な地域環境を守るための玄

え合い共助をお顕いしております。

これらの活動は皆様からの町内会費や資源物回収などの収入で支えられていま

す。東日本大震災においても地域の繋がりや活動が多くの命や困難を救ったとの

教訓も皆様ご承知のことと思います。

地域の防災組織(高宮校区防災会)も他人任せではいざという時に機能いたしま

・せん。町内会では行政との連携も含めより一層安全・安心な街づくりに取組んで

まいりますので、何卒、地域活動にご理解とご協力を賜り、町内会にご加入下さ

います様お願い申し上げます。

@ 
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~2. 
-町内会費納入をもって町内会ご加入となります。

-町内会費は毎年4月末自に1年分(4月から翌年3月分造)をお支払頂きます。
・お支払方法は次の通りです。(①又は②をお選び下さい)

①地区担当の「隣組長」が集金に伺いますので直接お支払下さい。

②町内会銀行口座にお振込みの場合。(請求書及び領収書発行はご指示下さい)

|お振込先i
(銀行名)

(日座名義)

(口座番号)普通口座

色

時λ、官、

号

令

命

官
、

e 銀行語岡支庖

:町内会会計、

、

、

、

8
6
号

G

6 
• t町内会費|

1年分 円)、e
 金 旦斗旦盤-日
e 

官

、

母

‘

由

.

岳

号

-連絡先 長会内

計
町

会

.' 090-~ 

092-: 

以上宜しくお顕いいたします。
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3 テーマ「魅力ある校区づくりを目指して」

0人口
O世帯数
0自治会・町内会数
O校区の特徴

(1 )西区金武校区自治協議会

~ょうこそ金武校区ヘ~

金武校区のデータ(平成25年9月30日現在)

5，948人(男2，930人，女3，018人)

2，050世帯

6団体

西区の最南部に位置し，校区の東側に室見川があり西部から南部は飯盛山をはじめとす

る山間部につらなる自然豊かな田園地帯である。校区人口は室見が丘の宅地開発に加え，

金武，吉武地区の区画整理事業で戸建て住宅建設により今も増加しつづけている。

歴史・伝統面では，流鏑馬の行事も行われている飯盛神社や， [日三瀬街道の面影が残

る金武宿などがあり，平成25年8月末には国指定の吉武・高木遺跡の整備の一環として，

やよいの風公園がオープンした。

また，平成 24年オープンしたかなたけの里公園は，体験・参加型農業公園として金武

の自然をベースに運営されており，市民の憩いの場になるものと期待されている。

① 目的

打翫J¥j力ち「協力・参加」、そレて将来の「担い手」への環境整備

金武校区は，西区で最も人口の増加が著しい校区の一つです。住みよい金武を目指して

いくために，新たに移り住んだ住民の方々の思いや意見を知ることは，これからの校区の

活動を活性化させるうえで重要な課題となっています。

地域活動への「関心」を高め，行事や活動に「参加J，そして将来の「拒い手」への人

材発掘という段階を経ていくなかで，地域活動の参加が難しい若い世代の方々の意見を聞

く場をつくり，その場へ誘うことが，活動や組織の活性化に有効な手段であり，第一歩で

あると考えます。

| 「知る」、「知り合う」、「語り合う」揚をつくる

「関心」を持ち， I参加」へとつなげていくために，新たに移り住んできた住民の方々

を中心に，町内会・自治会や自治協議会などの地域コミュニティの組織や取り組みを知っ

ていただくとともに さらに，活動の実施の主体となっている各種団体の方々とお互いに

知り合い，その関係を基に，よりよい校区づくりに向けて，活動の理解を深め，お互いが

一緒に活動を行っていく環境づくりを目指して，また今後のまちづくりの取り組みの参考

とすることを目的に，金武への思いや意見を互いに語り合うワークショッブpを開催します。
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②開催状況

新しい住民の方々を中心に37名

(男性別名女性11名町内会長6名)

.自治会や自治協議会等の取り組みを紹介

-金武に移り住んで感じている現状とこんな金武にしたい想いを共有

各種団体の方々を交えてお名

(男性7名女性6名町内会長・各種団体長15名)

.金武の現状を南臨

-金武のまちづくりのスローガンを実現する活動を知り合い考える

ア第1回ワークショップ

(ア〉プログラム

-41-

1 開会・あし1さつ

2 校区の現況と取り組み

3 <ワークショップ>

①プログラムの紹介

@参加者紹介とグループ分け

⑩交区を思い起こす

④金武校区って?

O金武校区のイメージは?

O校区が目指す姿は?

0発表

4 閉会



(イ)校区の現況と取り組みについて

自治協議会の概要やこれまでの取り組みについて，三角副会長より説明しました。

(ウ)ワークショップの成果

⑦金武校区のイメージは?

まず各自で，ポストイットに，移り住んで感じた金武の良いイメージ(赤)，気に

なるイメージ(青)を書き出しました。(各3枚程度)

その後グループで，一人ひとりが，良いイメージと気になるイメージを紹介し合い，

ポストイットを模造紙に置いていきました。

ポストイットを模造紙に置き終わったら，同じような内容をまとめ，タイトルをつ

けました。

③校区が目指す姿は?

まず個人で， ["こんな校区であったらいいな」などの校区の目指すべき姿をポスト

イット(黄)に書き出しました。 (2枚程度)

その後グループで，一人ひとりが，目指す姿を紹介し合い，ポストイットを模也祇

に置いていきました。

ポストイットを模造紙に置き終わったら，同じような内容をまとめ，タイトルをつ

けました。
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図意見のまとめ(金武の良いイメージ・気になるイメージ，目指す姿〕

良いところ 現状 気になるところ

. l1l， J!Iが近くにあり，自然に蕊 自然 -風が強い

まれている -花粉や虫が多い

-四季折々の花や木や山 . JlI，ため池が多く，水の事故が
-飯盛山 ，心配

. l1l]頁からの景色が最高 -自然を楽しめる手段を知らない

-ほたる，カブトムシ，クワガタ (情報がない)

ムシ -公困に遊具がない

-お米，ブドウ，イチゴ，野菜，

地元の食べ物

.1長史・文化に富んで、いる，

• i'fi'か(住むのに良い)

-公i盟が近い，多い，広い
-ウォーキング，散歩によい

-同年代の家庭が周りに多い 子どち ! 学校が生徒数に比べて小さい
-近所に子どもが多い -校区の学力に不安がある

-お友達，知人，支えてくださる

隣人

-友達が作りやすい

-子育てしやすい
よ』
c...> -地域のつながりが強い，深い 地域の -地元のイベント等にほとんど参

-校区の人たちが皆温かい つながり 加しない人も多い

-活動が盛んでコミュニケーショ -知らない人が増えてきた

ンが取れている

-いろいろな行事，イベントがあ

る
. j:也j~の一体感

-治安が良い 安全・安I~\ -夜， n音いところが多い
. J'j~，か -不審者(車)が多い

-交通量，

-都心部への所要時間が短い 公共交通 -駅までの公共交通機関の不便さ

アクセス -パスの便数が少ない

-バス停が速い

后舗 . ll:i:がなければ住みにくい不便
施設 (スーパー，庖，病院，銀行等

がない)

-警察，郵便局，役所が速い

自然

求められる姿・目指す姿

自然

・自然を守りつつ便利な所

.自然環境重視の校区に

-自然保守

自然

・変わらぬ自然

.自然を生かしたまちづくり

-生活しやすい町にしてほしい(交

通，庖，施設等の設備)

自然

・金武校区主催の全校区除草キ

ャンペーンをすべきです

・自然と生活が調和した金武

・今の自然環境を残して11IJを守
ってほしい

・自然を大切にしてもらいたい

交流 、パじ }ペ j主みやすさ i つながり

王位代が続く地域にしたいヘぶ~友人を11手びやすくそ子どもが安・イベントがもっと多い校区に
T全校代が交流できて，λ世代交代二全に遊べ，学力が上がることで・飯峰神社， 7E武遺跡，里公園
if$tも続く地域にしたいぐぐ人気のある校区のIlIrになれば を一体としで守つでいくこと
・いろんな方々と交流のある所ぐ三ぺ?いいなあ 二、 : 、 を考えてまちづくりをしてほ

ち勺シシグ f パ ξ ・ヘF隠の臼でも集まれるE詮根のある しい
ふにけ;公悶:みたいな場所があると使・相手を思いやって，助け合つ

A 九ν じ ~IJ..>γ 、守、 ι ペ て，気持ちよく過ごしていけ

・大人も王子どもも楽しく〆すごせる る街にしていきたいです
TIJ日 νι 山、 ・子どもたちが自分たちのまち

を自慢できるような所
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イ 第2回ワークショップ

(ア)プログラム

1 開会@あいさつ

2 ワークショップの目的と

プログラム

3 参加者紹介@グループ分け

4 前回の振り返り

5 現状を確認する

6 目標の実現に向けて取り組む

活動は?

①校区のスローガンの共有

②目標の実現に向けて伺を?

③発表

(イ)ワークショップの成果 17 閉会・あいさつ
② 現状を確認する

前回の現状のまとめを基に設定された6つの切り口(1自然・環境JI子ども・

子育てJI地域のつながりJI安全・安心JI健康・福祉JI利便(交通・施設)J) 

ごとに評価とその理由をグループで話し合い，校区の現状を再確認しました。

まず個人で 6角形の
シートを使って，現

状に対する評価を 5

点満点で行いました。

その後，グループ

で高い評価(良い)

の理由，低い評価(悪

い)の理由を話し合

い，ポストイットに

記録しながら，グル

ープとしての評価を

まとめました。

利便(交通・施段)

健康・福祉

自然・環境

子ども・子育て

地域のつながり

班

班

斑

班

…
一
一
一
……5班

安全・安心

③ 目標の実現に向けて取り組む活動は?

0 校区のスローガンの共有

現状の再確認を踏まえ，校区のスローガン(1交流を育む活力ある校区JI自

然環境と調和した校区JI地域の特性に応じた個性ある校区JI住民が自慢する

校区J)で大切にしたいことやポイントをポストイット(黄色)に書き出して，

スローガンを共有しました。

0 目標の実現に向けて伺をすべきか?(活動のアイデア〉

目標に関わる既存の活動をポストイット(青)に書き出し洗い出しました。

目標の実現に向けて，校区全体で連携・協力すると効果的・効率的な活動，ま

た新たに取り組むべき活動を考え，ポストイット(赤)に書き出しました。
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図意見のまとめ(スローガンを実現する活動 ・:既容の活動 0:新たな活動)

スローガン 大切にしたいポイント 既容の活動

交流を育む活力ある校区 -金武を考える父流の揚を増やす -文化祭 -各神社の祭り

-世代聞の支流 -運動会 -おこもり

-子どもから高齢者まで異年齢の交流 -球技大会 -三世代交流(ウォーキング)

-団体のあり方を考え直す -ほうけんぎょう

-各町内会・自治会の情報の共有化 -各種サロン

-多殺の人室長が関わることができる内 -子ども会

容であること -男子会
-一人でも多く参加いただく . r向IVi
-参加しやすく楽しめる行事 -地域j学校，家庭の共育(人尊協)

-コミュニケーション -夏祭り(室見ヶ丘)

自然環境と調和しだ校区 -自然環境の保護 -ウォーキング大会 -川遊び、

-自然を壊さない -室見川i再生会議 -自然の中のウォーキング

-自然とふれあう -飯盛山を愛する会 -飯盛山登山

-里公園の有刻活用 -メダカを守る会 ?自然教室

-校区全体でのj間帯 -かなりんピック -自然観察会

-自然と調和した看板，建物 -川遊び -不法投棄の見回り

-観月会 -自然を大切にした公園

-ほうけんきょう (金武公園νやよいの風公園)

地域の特性に応じた個性ある -文化の継続 -ほうけんぎょう -飯盛山を守る会(植樹)

校区 -豊かな農産物 -川遊び -子ども相撲大会

-伝統食(かしわ飯，鶏がらスープ〉 -かなりんピック -獅子舞い(飯盛文珠堂)

-やよいの風公園 -神社のお祭り -かしわ飯，ぶどう

-飯盛神社(飯盛山〉 (流鏑馬，だごごもり，輸越し祭り)

-クラブ活動

住民が自慢する校区 -自然環境の維持 -文化祭 -室見川へのアユの放流

-自然を大切にする -おはようおじさん，ありがとうおば .1111跡
-安l¥j¥・安全な地域づくり さん

-人と人との交流 -通学合宿

-人と人とのふれあい -餅っき

-住んでいる人がやさしい

-個性のある人が多い

-子どもの環境

-子育て
-告部金の活動が盛ん

-神社・寺

-田園
• /5，どう

新だな活動のアイァア

0校区全体のお祭り
-夏祭り
-校区あげての盆踊り大会(夏祭り〉

-校区駅伝マラソン大会

0校区ホームページの宣伝
(開催行事を見やすく〉

0野外コツサート
0ジョギングコースの整備(ルートづくり〉里公園
と吉武高木趨跡を結i5i
0登山ルートの整備
(飯盛山特日向山特乙石山特飯揚峠仲西山〉

0自然の中のキャンプ
0公園整備.Cひなもろこ アメンボ公園〉
0金武自然紹介
0ホタルを守る

01由産地消(販売所〉
0やよいの風公園の活用
0オリエジテーリング
0室見がEのように他町内ち蹟境活動(歩道に桔植
え〉

0校区特産物のPR
0校区歴史勉強会
0室見がEの男子会



③ まとめ

地域課題の解決に向けて地域活動の活性化が求められるなか，地域自治組織の体制

強化は大きな課題となっています。住宅団地の開発により新たに金武に移り住む若い

ファミリ一世代の方々の思いや意見を知ること，また自治協議会などの方々と知り合

うことは，よりよい地域づくりに向けた意識の共有や人材の発掘など，これからの校:

区の体制強化につながる取り組みとなりました。

今回のワークショッフをきっかけとし，よりよい校区づくりに向けて，より多くの

住民の方々の意識が「関心」から「参加J，そして「担い手」へと，次のステップにつ

なげていく活動の実践が大切となります。今回のワークショップを通じて，基盤強化

に向けて得られたことを整理します。

0集まる揚づくりと参加を醇びかける(お誘いする〉
今回のワークショップは，新たに移り住んだ方々の意見を聞くということを実

践したものであり，若い方々を中心とした参加者の募集には，幾度も足を運びか

なりの労力を要しましたが，話し合いの場を設けるという真剣にそして気軽な気

持ちでのお誘いが，まちづくりというテーマであったにもかかわらず，乳幼児を

連れた方々も参加しました。

校区の方々との交流や人の優しさを指摘する意見もワークショップでは多く聞

かれ，新たな住民の方々を素直に受け入れる地域の環境もさることながら，集ま

る場と労を惜しまない参加の呼びかけ(お誘しユ)の重要性が改めて示されました。

O自治協議会などの取り組みを知ってもらう
校区の目標や取り組んできた活動をはじめ，ラジオ放送「心のオルゴール」な

ど，これまで取り組んできた活動を紹介しました。また， 6つの町内会長，各種
団体長の紹介とともにワークショップにも一緒に参加し，お互いが知り合うとと

もに，自治協議会などの組織や取り組みについて，一人でも多くの方々に根気よ

く理解してもらうことが大切です。

0若い世代の方々ならではの課題，校区全体で共通する課題が明らかになる
若い同世代が多く集まっていることで，子どもたちをはじめ友達を作りやすい，

子育てなどを話しやすい環境があることが指摘されています。子育て世代の共通

の悩みに耳を傾け，校区全体で共有していくことも大切です。

また，自然が豊かである半面，郊外という立地特性から都心への交通アクセス

の不便さ，庖舗や公益施設などが遠く，日常的な生活に車が不可欠という指摘が

数多くありました。こうした課題は，旧来から住んでいる方々や高齢者だけでは

なく，若い世代の方々も共通に感じている課題であり，話すこと聞くことで，改

めて地域の共通の課題であることが認識できました。

0ワークショップで話し合われた成果をできるところから活動ヘ反映していく
これまでにも校区全体でのイベントはあるものの，新しく住まわれた方々と古

くから住んでいる方々，子どもから高齢者まで世代を超えたイベントなど，校区

全体で楽しみ，ふれあい，知り合える新たなイベントの開催が求められました。

今回のワークショップで話し合われた意見を踏まえて，公民館事業での歴史散

歩，校区の口ゴマークの制作検討などワークショップでの意見が反映された事業

も既に行われました。また，定例会へもワークショップの成果は報告され，でき

るところから来年度の事業計画への意見の取り込みが確認されました。話し合わ

れた内容を一つでも実現し，出番や居場所をつくることで，さらなる校区への理

解や地域活動への新たな参加も期待されると思われます。
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(2)東 区松 島 平交 区 自 ミA
/0 協議 ゐ

E

~現状を踏まえ10年先の松島校区の将来像を考える~

0人口
O世帯数

松島校区のデータ(平成25年9月30日現在)

17， 340人(男 8，968人，女 8，372人)

8， 464世帯
29団体0自治会・町内会数

O校区の特徴
松島校区は，平成5年に笛松校区から分離し，新たに誕生した校区で，平成2

5年度に校区設立20周年を迎えました。

校区には3本の河川が流れ，過去の氾濫により大規模な水害が発生しており，

河川改修なと、治水事業が進められました。さらに平成21年7月のゲリラ豪雨で

も大きな被害が発生したため，平成 22年5月に住民と行政の共働で防災マップ

を完成させました。

校区内のほとんどが工業系の用途地域で企業や工場などが多く立地していま

す。また国道3号博多バイパス，福岡東バイパスなど、の主要幹線道路が通ってお

り，交通量も多いため，住民の交通安全対策への関心が高まっています。

ファミリ一向けの中高層集合住宅やワンルームマンションの立地が進み，人

口，世帯数ともに区内で2番目に多くなっています。比較的若い世代の転入者が

多いため，高齢化率は 12.1%と区内で3番目に低くなっています。
松島校区自治協議会では，子どもから高齢者の方々，ハンディキャップを持つ

方や外国からの転入者を含め，すべての人々が安全で安心に暮らせる「共生のま

ちづくり」を目指し，毎年，福祉文化祭やふれあい夏祭り，大運動会などの主催

事業を実施しています。

① テーマの選定及びその背景

松島校区は，校区が設立して20年，自治協議会が設立して 10年という節目を迎え

ました。この間，各自治会・町内会や各種団体は，よりよいまちづくりのために様々な

地域課題の解決に向けて活発な活動を続けてきました。特に自治協議会設立後は，校区

が一体となった各種の事業を展開しながら，できるだけ多くの住民が行事に参加し，つ

ながりや粋を深められるよう取り組んできました。

そのような中，松島校区ではこの 10年間，校区外から非常に多くの住民が転入し，

人口が倍増しました。また，子どもや高齢者，外国人の人口も増え続けるなど，大きな

変化が起きてきました。

自治協議会は，これらの変化をとらえながら，様々な状況にある住民が共に助け合い，

支え合いながら暮らせる「共生のまちづくり」をモットーに活動してきましたが，今後
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も，押し寄せる変化の波を捉えながら，より実効的な事業に取り組んでいくことを目指

しています。

そこで，このたびの「自治協議会の運営基盤強化に向けた支援事業」では，現在，地

域活動を担っている地域の役員の方々が，松島校区の 10年先の将来像を見据えたヴィ

ジョンを考え，そこに至る課題や改善策を検討し，これからの活動に活かしていくこと

を目的としました。

② ワークショップの開催状況

外部講師として山本華世氏をお招きし，各自治会等から 45名が参加して，松島会館

で講演会及びワークショップを開催しました。

日時 主な内容 参加数

-ボランティア活動などをテーマ

3/1 (土) 14:00'"'"'16:00 に30分間の講演 45人

-ワークショップ

ア講演テーマ

「自分らしく生きる~共生のまちづくりを前進させるためには…J
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ウ ワークショップ

(ア)コンセプト

現状を踏まえ 10年先の松島校区の将来像を考える

共通テーマ:共生のまちづくり ~ユニバーサルタウン まつしま~

(イ)グループ分け

。「厚生の将来像」を考えるグループ(厚生G)

。「安心・安全の将来像」を考えるグループ(安心・安全G)

。「生涯学習の将来像」を考えるグループ(生涯学習G)
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。「町内会・自治会の将来像」を考えるグループ(町内会・自治会G)

(ウ) 1 0年後のサブテーマ決め

。厚生G

・みんなが集う住みたいまち、ずーっと住みたくなるまち、みんなが笑顔で暮ら

せるまち「松島」

。安心・安全G

・ボランティアの大切さを知り、ボランティアが根付くまち「松島」

。生涯学習G

・緑と文化のまち「松島」

。町内会・自治会G

-地域の全ての人が楽しく暮らせるまち「松島」

(エ) 課題抽出

。厚生G

・年齢の層が広いので、子ども、青少年、青年、壮年、高齢者のみんなが参加し

やすい行事や祭を考えるべき。

-高齢者が参加したくなる行事が必要。

-古くから住んでいる人も、新しく来た人、若い人も交流できる場、集いの場が

あった方がよい。

。安心・安全G

.どんな場面でもボランティアが必要になってくる0

.ボランティアをする世代が高齢化している。
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。生涯学習G

-校区の人口が多い割には行事の参加者が少ない。

-高齢者、成人、子どもそれぞれの活動とそれぞれの世代がつながる町づくり、

世代交流が必要。

。町内会・自治会G

.住民の地域活動に対する意識が低い。

.20"-'50代の若い世代の参画が少ない。

-自治会から子どもたちの活動が見えにくくなっている0

.校区内の組織がうまく機能していない。

-校区や分野ごとの進むべき方向性(マスタープラン)がない。

(オ)改善策検討

。厚生G

-若い方や引っ越してきた方、外国人の方もこれから校区や地域に参加してもら

うように呼びかけが必要。

-校区の中に集会所ゃいこいの施設が増えると、みんなが集まることができ、交

流の場ができる。

・花を植えてきれいなまちへ。子どもたちも一緒に作業したり、作業後に花見を

する。町の清掃にもなり、多くの人が参加しやすい。

-保育園、幼稚園、小学校、中学校の保護者が自治会、校区と交流を深める場を

増やしたいb

。安心・安全G

・まずは地域住民の皆に関心を持たせる。

-仕事を持っていても活動できるというアピールが必要。

-評価されなくても大事だということを伝える。←しかし、評価してあげること

も大事。周囲からの後押しも必要。

-ボランティアの大切さを小さな頃から教え、根付かせる0

・ボランティアをした場合のメリットも必要。達成感を持たせる0

・親子での参加。子どもの興味を引く行事。公民館、会館等、人の集まる場所の

活用など。

-公民館サークル問の交流を図る。

-
F
h
d
 



。生涯学習G

-子どもの声、地域の声を聞き、共通理解を図る。

-花植え、アート作成等~障がいのある方や高齢者との共働~企業や施設か

らも協力を得る0

・計画的な町づくりが必要。道路の確保、公園等の整備、歴史的遺産の活用など。

・今ある畑や田んぼを将来的に活用する。(公園や文化施設)

.一人一人がゴミを拾ラように心掛ける。

-まず私たちから始めて次へつなぐ。

。町内会・自治会G

.次世代の育成が大切。

-誰もが活動できるような自治会活動のシステムを作る。

-自治協議会が民意を知る住民アンケートなどを実施してみる 0

.まずは各自治会内でのコミュニケーションを図る。

-自治会内部で出会いの行事を作る。もちつき大会、バーベキュー大会は参加が

多い。

-向こう 3件両隣の地域社会をを目指す0

.若い世代の指導者を育てていく。

(力〉まとめ、発表

。厚生G

-大きくなった子どもたちが帰って来たくなるまちにしたい 0

.子育て世代を地域がサポートできる組織づくり。

子育て世代が住みたくなるまちになる。

自治会が活発化する。交流の場が広がる 0

. 1年に l回、子どもからお年寄りまで集まれる行事、祭を行う。夏祭り、ファ

ミリーウォーキング大会、マラソン大会など。

n
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。安心・安全G

-ボランティアで活動する人たちが途切れないように、子どものころからボラン

ティアの大切さが体験できる活動を行う。

-次世代のリーダーを育てることが大切。
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。生涯学習G

・緑と文化施設の多いまちをつくる。地域の歴史、他校区の歴史との交流を図り、

文化の香りただよう、笑顔あふれるまちづくり。

-文化の面で各世代をつなぐ。高齢化から子どもまで、世代を越えて仲良く、思い

やり、支え合い、活力のあるまち 0

・福祉と教育を充実し、すべての人々が住みやすく、子どもたちが元気なまちを目

指す。

。町内会・自治会G

・誰でも(みんな)参加できる地域づくり。

・安全で子どもが住みやすく、隣人同士が見知らぬ人ということがないまち。安全、

安心、笑顔で一声かけ運動など。

・自治協議会は市役所との連携機関となり、各自治会・町内会が充実するように、

1 0年のマスタープランを立てたい。
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4 テーマ「組織体制の見直し」

( 1 )東区香椎下原自治協議会

~より連携のひろがりのある体制づくりに向けて~

香椎下原校区のデータ(平成25年9月30日現在)
。人口

O世帯数

0自治会・町内会数
O校区の特徴

13，390人

6，446世帯
15団体:

(男 6，903人，女6，487八)

香椎下原校区は，立花山・三日月山の麓に位置する自然に恵まれた校区です。立花

山山頂には，鎌倉時代の末期に豊後の大友氏が築いたといわれる山城，立花城±止があ

り，その周辺には特別天然記念物に指定されているクス原生林が見られます。立花城

祉や長谷ダムはアメニティ百選にも指定され，市民が身近な自然にふれあえる場，い

こいの場として親しまれています。また，住宅地周辺には多くのため池が見られます。

校区の北境は新宮町，東境は久山町に隣接しています。校区内には国道3号及び県道町
川原福岡線が東西に走っており，現在， 3号バイパスの整備が進められています。
九州産業大学が校区の隣接地に立地していることもあり，単身世帯の割合が高いこ

とも校区の特徴の一つです。

地域では，長谷ダム水がめまつりやまちづくり音楽祭の開催など積極的なまちづく

り活動が行われています。

① テーマの選定及びその背景

香椎下原校区には， 1 5の町内会があり，市街地の拡大と共に生まれた新興住宅団地

と既存集落が地域ごとの特性に合わせた地域活動を展開している。風土，文化，成り立

ちが異なる各自治会と各種団体が校区でまとまり，一体的に活動するために幹事会によ

る部会制をとりながら事務局機能を持つ体制による運営がなされてきた。しかし，近年

の高齢化に伴う地域課題の変化に対して，固定化した役員，慣例化した組織体制がこう

した状況に対応しきれておらずその見直しが求められている。

② ワークショップの開催状況

外部講師として，これまでも校区まちづくり研修，アドバイザーとして地域との関わ

りの深い十時裕 氏(福岡市地域活動アドバイザー)をお招きし，校区運営メンバー

を中心に地域活動リーダー約 30名の参加によるワークショッフを 3回，香椎下原公民

館で開催した。

日 時 主な内容 参加数

第 1回 10/21 (月)19: 00""'""21 : 00 地域活動の洗い出し 28人

第2回 11118 (月)19:00""'""21:00 課題の共有 32人

第3回 12/ 9 (月)19: 00""'""21 : 00 見出し，改善点の整理 26人
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ア第1回ワークショップ

(ア)香椎下原校区の現状(活動，組織)

香椎下原校区は，まとまりのある 15自治会と幹事

会(部会)で構成される自治協議会で運営されている。

地域の活動は，各団体とその活動を取りまとめる事務

局を中心にこれまで培われた人の連携，経験の中で大

きな変化のないまま校区行事が運営されている。

(イ)参加者紹介，グループ分け

参加者に現在の地域でのリーダー(役職)についた時の動機，背景を3つの選択

肢から選んでもらい，各カードに居住年数，

まちの住み心地の満足度を記入してもらい，

5班のグループ分けをした。

現在のポストに自ら積極的についた人は

ほとんどみられず，大半の参加者がこれまで

活動してきた成り行きや突然の指名， )11員番に

よるもの等，やむを得ず現在の役割を担って

いる。

(ウ)組織体制の課題

地域活動の組織体制は，固定化しており新しい活動，人材を受け入れにくいもの

になっており，組織の見直し，再編が望まれている。

i幹事会が会議も少なく機能しておらず，命令系統が見えない頭で、っかち i 
lな組織になっている。
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イ 第2回ワークショップ

(ア)前回の振り返り(地域活動，組織)

第 1回ワークショッフで整理された (A)地域活動の状況， (B)組織の体制につ

いてどのようにとらえられているのか，の説明を行った。この情報をもとに 2回目

は，課題の共有と問題解決への糸口を探るための話し合いの場とする。

⑦ 地域活動の状況

校区全体のシンボル的活動である「長谷ダム水がめまつり」があり，地域の

交流ふれあいの場となっている。こうした校区行事がこれまでの慣例，実績で

運営されていることで町内単位の活動の負担が少なくて済んでいる。

@ 組織の体制

幹事会の活動が見えなく機能していないという意見と共に事務局集中，おま

かせで，グループ間，住民同士の連携を図る会議，交流の場が少ないと感じら

れている。

(イ)参加者紹介，グループ分け

参加者同士の話しやすい環境をつくるため，

各自のよく食べるお気に入りの鍋を記入した参

加者カードを記入してもらい，グループ分けを

行った。参加者カードをもとに各グループごと

参加者同士の自己紹介を行った。

(ウ)香椎下原校区の置かれている状況確認

香椎下原校区は，事務局が窓口になり，校区主催の行事がこれまで、の体験・実績

にもとづ、いて行われていることから，新しい取り組みが行える柔軟性に欠けている。

校区活動と町内活動のバランスの取れた取り

組みがベストであるが，校区活動がしっかり

やられている反面，町内活動及び、新規事業へ

の取り組みが希薄化している。こうした現状

を打開するため，何らかの改善・見直しの必

要性が感じられている。
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子どもが少なくなる

理解者・協力者がいな

子ども会がなくなる

役員の負担

(兼務)

議 謬 自分のやることではない。誰かやってくれるo

議 謹 個人・家族主義、忙しい。

夢そ子嘉欝 独居、高齢者所帯。
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(エ)今後の地域の将来予測

⑧ 地域活動が何故必要かを問う

後継者不足，住民の無関心と地域活動は大きな課題

を抱えている。市民アンケートでは，地域活動の大切

さは高く叫ばれているのに何故 こうした状況にある

のか?地域活動の必要性をもう一度，聞い直してみた。

住民に地域活動への関心，参加を呼びかけるために

は，役員等がその必要性を自信を持って働きかけるこ

とが第一歩。地域活動の必要性を改めて問われると?

2 人は一人では生きていけない，助け合いが必要。

; 高齢化が進む現状で，お互いが知り合いであることが大切。

@ 何もしなければどうなる地域活動の未来

無関心，後継者不足が続くと，地域活動がどうなるのかの予測を行い，今後の

取り組みの緊急性を共有する。

今後の最悪のシナリオ

! 地域活動の担い手(役員)がいなくなり，一人ひとりの責務が増す。 i 
s これまでの活動が持続できなくなる。

特に子ども会，高齢者支援等がおざなりになり，思いやりのない地域に。 i
; 町内が消滅する。

(オ)これからの見直しのために(原因と解決策)

⑦ 原因と考えられる事項

地域活動が大切と感じられながら低迷している現状がある原因は，

住民側(社会)一一価値感の多様化 核家族化(少子高齢化)

時間不足

j 地域側 一一一一活動のマンネリ化，報酬(ボランティア)

@ 考えられる解決策

社会構造の価値感の変化，活動自体の問題も含めて，地域がやれる活性化への

ヒントとなる解決策としていく。

対話，交流の機会を増やす。(祭，集い)

役員の仕事量，行事を減らす。

情報発信，広報のあり方を考える。

! 若い人，商工会等共に新しい企画を考える。(アンケート)
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ウ 第3回ワークショップ(見直し，改善点の整理)

(ア)前回の振り返り，今回のプログラム

地域活動が低迷する原因は少子高齢化や核家族化といった社会構造の変化と活動

のマンネリ化に代表される周辺社会環境と活動の実態そのものがあげられた。

こうした状況を打ち破るために大きく 6つの改善テーマが出された。これらテー

マについて具合的な取り組みを改善策として検討し今後の取り組みのヒントとして

いく。

J. 13¥才la高い，対話ぬ場奄増やす

2.活動奪見直す(強化，整理)

3.役員G)仕事を減ょうす(役割分担)

4.情報発信，臨轄のやり方脅かえる

5.参加奪鍵宮家 {特典、商工会とぬ連携 1
掛ん診を巻患込むし?ンケート j 

a組織
(イ)改善テーマの説明，グループ分け

6つの改善テーマを説明し，参加者が議論したいテーマに集まり 6班を構成

改善テーマ ① ふれあい，対話の場を増やす

② 活動を見直す

③ 役員の仕事を減らす

④ 情報発信，広報のやり方を変える

⑤ 参加を促す，みんなを巻き込む

⑤ 組織
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(ウ)グループディスカッション

参自己紹介

何故，このテーマを選んだのかを説明，テーマに対する関心，考え方を自己

紹介と共に示す。

争アイデア出レ

テーマに対して改善点，ポイン卜を出し合い，どんなことができるのかのア

イデアを自由に出し合い，その可能性をひろげる。

争 グループ移動(一人だけ席に残レて他のグループへ〉

アイデア出し

テーブルのこれまでの議論を聞いたのちに，新しい参加者が気づいた点，

ヒントを出す。
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多 グループ移動(最後のテーブルヘ戻す〉

2回目のグループで話された内容を参考にして，改善テーマのあるべき姿，そ

の具体的方法を取りまとめた。

ふれあい

活動

役員

情報

参加

組織

各団体問・世代間の交流，会話がない。校区行事を充実する。

目的意識を明確にして，世代を超えた活動を。校区と町内の活動を分

けて新しい視点を持って参加者が増える取り組みを考える。

特定の人に仕事が集中しないよう，みんなで平等に仕事の負担ができ

る組織体制の見直し。

役に立つ情報が収集できるように各町内会で工夫し， I T機器等新し

いツールを導入して校区の活動を広め，発信する。

行事への参加が少ない。子どもの項から，地域との関わりを持たせる

機会を設ける。

一部の役員に仕事が集中し，幹事会機能も低下，運営委員会を立ち上

げ，フラット型の組織にする。リーダー育成を図る。
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エまとめ

(ア)成果

これまで議論を避けてきた組織体制について，多くの意見交換がなされ，固定化

した人事やマンネリ化した活動について積極的な改善策が出された。

特に独立した活動として見られていた各自治会問の話し合いがなされ，校区全体

の活動に目を向けた自治会活動の情報交換の必要性が認識され，今後の自治体相互

の連携の基盤は生まれた。

やっている人に任せて，われ関せず的になっていた校区事業の課題ゃあり方も話

され，新しい住民，若い人を巻き込んだ活動の必要性が共有された。

(イ)今後の取り組み

組織の見直しのポイントが出された気づきの状況ではあるが，地域リーダーの必

要性が共有されたことで，役員会で具体的な対策が提案される環境が整った。特に

幹事会の見直しについては，今回，参加者から関係者への説明を随時行い，早急な

対応が図れるものと思われる。

(ウ)取り組みに必要な作業(準備)と役割分担について

意思決定の中核をなしてきた役員会と事務局が新しい体制のあり方を示し，自治

会を含めた校区全体の活動の整理が望まれる。そのためには自治会長の総意の取り

まとめ，各種団体の定期的な会合の充実を図っていく。
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(2)東区和白校区自治協議会

~より連携のひろがりのある体制づくりに向けて~

0人口
O世帯数
O町内会数
O校区の特徴

和白校区のデータ(平成 25年9月30日現在)
11， 375人(男 5，450人、女 5，925人)
5， 029世帯
9団体

和白校区は、昭和40年頃から周辺で大規模団地が次々と開発され、昭和49年に
美和台校区、昭和 52年に和白東校区、昭和 56年に奈多校区、平成8年に三苫校区

が分離誕生して現在に至っています。

和白小・中学校は、 4校区が分離する以前はほぼ中心に位置していましたが、現在、

三苫校区寄りに位置し香住ケ丘校区沿いの世帯は、香住ケ丘小学校に通学しています。

校区の海岸線には野鳥が飛来する和白干潟が広がり、沖合ではアイランドシティ整

備事業が進行しています。また、歴史的な塩田の跡地約27 haでは、地権者約130
名の「新開土地区画整理組合」が設立され、今後の土地活用等について協議が行われ

ています。

平成24年3月10日にオーフンした塩浜3丁目の福岡工業大学塩浜総合グランド

(F口スタジアム)では，大学の硬式野球部が活動しているが、広く地域への利用も可能

としており、校区と大学との交流の広がりが期待されています。

① テーマの選定及びその背景

和白校区は、集合住宅、戸建住宅が混在する郊外住宅地であり、伝統的な集落地域と

新たな住宅地においてそれぞれの地域特性に合わせた地域活動が展開されています。

各町内会ごとの活動となる夏祭りやイベントが活発で不足する町内会相互の連携、交

流を促す校区全体での活動のひろがりが求められつつあります。

現在、今後予想される地域活動の停滞、衰退を招かないように各町内会と校区のバラ

ンスのとれた地域活動を継続、実施し、地域住民の助け合い、支え合える各組織、団体

の連携ある取り組みが求められています。

② ワークショップの開催状況

外部講師として、十時 裕氏(福岡市地域活動アドバイザー)をお招きし、各町内会

及び自治協議会の役員等の参加によるワークショッフを計3回和白公民館で開催しまし

た。

日 時 主な内容 参加数

第 1回 7/11 (木)19: 00-----21 : 00 地域活動の現状 29人

第2回 8/ 1 (木)19: 00-----21 : 00 地域活動のチェック 20人

第3回 8/ 8 (木)19: 00-----21 : 00 継続する活動とするために 18人
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ア第1回ワークショップ

(ア〉対話のまちづくりのすすめ(槽報提供〉

価値観の多様化、社会構造の変化に伴い市民が目的を共有して一体的な活動をす

すめていくためには、これまで以上に人と人との触れ合い、知り合うことが必要と

なってきています。

特に、同じ地域にいる住民という関係で成り立っている地域組織が今後、共に助

け合い、支え合いその活動を継続、維持されていくには対話のある地域をつくって

いく必要があります。

(イ)グループ分け

参加者全員が町内会長、その他のワーダー(男、女)別にポストイットに居住年

数、住みごこち度を記入した参加者カードを作成し、各町内の参加者がバラバラに

なるように 5班に班分けを行いました。

グループに分かれたのち多くの自由で創造的意見を引き出す、話しやすい環境づ

くりのために参加者カードをもとに自己紹介を行い、グループ内での相互理解、関

係づくりを行いました。

(ウ〉関係づくり(リーダー意識の把握〉

参加者がより良い関係で話し合っていけるようそれぞれがどんなポジションに

いて、どんな考えに立っているかを旗揚げ、アンケートを行いました。

設問は ① 現在の役に付いたいきさつ。

② 現在の役員としての活動の状況。

③ 今後の目標、到達点は?

④ 後継者を見つけているか?
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その結果、参加者の多くは進んで現在の役に付いてはいないものの実際やってみ

ると楽しいと実感もあり、今後、ある目標まで達成するまで活動を続けるという意

気込みが感じられました。役に付いてみると相応のやりがいが見出せているようで

すが、後継者を見出している人は約半数にも達していませんでした。

(エ)地域活動は大切ですか

まず地域活動が有する問題を直視するため

「地域は大切ですか」という質問を投げかけ、

参加者の意見交換を行いました。地域活動の今

後のあり方を検討するにあたっては、活動の意

義、目的を今一度、共有することから始めその

問題点、解決策に迫っていこうとするものです。

これまでやるのが当然のように習慣化してい

た地域活動が何のためにやっているかは意外に

共有されておらず、あたためてこの問題を考え

ることで地域活動への関心度を高めていくこと

ができました。
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(オ)直面している問題点の洗い出し

各町内がミックスされた 5つのグループが町内の現状を出し合い、意見交換し、

地域活動が直面する問題点を洗い出し整理しました。

参加者が感じている共通の問題点は、地域活動のひとつひとつの事業にかかる労

力、作業量、事業の数が多いということ、また、それぞれの事業にかかる準備、練

習等が慣例化して、その時間を取られていることが全体のモチベーションを下げて

いるという指摘がありました。
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イ 第2回ワークショップ

(ア)前回の振り返り

第 1回ワークショッフでは、地域活動への関心不足や後継者不足の主たる原因と

して、事業、役員、住民の仕事量の多さが共通の課題となっており、何らかの見直

し、改善の必要性があげられた。

(イ)関係づくり

各町内会、各種団体の役員からなる参加者がこれからの校区活動を連携して進め

ていくために仲間づくりにつながるように新たに5つのグループをつくりました。

(ウ)地域活動のチェック

町内ごとに特徴を持つ地域活動を校区全体で見直すために各町内活動と校区行事

の振り分けを行いました。町内活動はそれぞれの地域の変選、伝統に裏付けされた

町内活動が活発に行われている傾向が見て取れました。校区全体の活動はスポーツ、

レクレーションが多く、今後、夏祭り、敬老会等町内でバラバラにやられているも

のの見直しの必要性があげられました。
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(エ)課題解決の方向を探る

第1回目ワークショッフで整理された主要な課題ごとにその原因を探り、解決策

のアイデア出しを行いました。原因と解決策の相関を表は、以下のようにまとめら

れました。

原 因 解 決 策

-役員の仕事を減らす。
仕事が多すぎる

-町内活動を減らす。

-人に任せる。

-役割分担。
準備等の労力

-スポーツ行事を検討する。

-打ち合せ、段取りをシンプルに。

-達成感の喜びを伝える。
人手不足

-役割分担

-楽しさをアピール

-手当を払う。

主要な課題をつくっている原因に各活動に必要以上の手問、時間が特定の役員等

に集中しているという指摘があり、こうした根本的な原因を解決する方法が話し合

われました。
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ウ 第3回ワークショップ

(ア)前回の振り返り

前回では課題を分析して、それが起こっている原因と解決策を整理することがで

きました。この解決策を吟味していくことで具体的な新しい活動につなげていく取

り組みを考えている時期がきているという共通認識でまとまりました。

(イ)グループ分け

これまでのワークショップで出された意見をもとに20に整理された課題カード

から参加者が重要と考えるテーマを選択し、そのテーマ別にグループに分かれて具

体的な取り組み、アイデアを引き出しました。

ァーマ一覧表

1.達成した喜びを分かち合う 11.新しい人材発掘
2.雑務を減らす 12.対話の場を増やす
3.競技を少なくする 13.手当を支給
4.ボランティアをそれぞれ募集する 14.本気にならずに気軽に
5.ひとつひとつの行事を楽しく 15.広報、 PRをしっかり
6.やるのなら文句を言わず楽しく 16.大きな行事を計画的に

7.町内活動を減らす 17.校区行事を充実
8.校区行事を減らす 18.子どもと青少年の自主企画

9.練習整備を減らす 19. 自由にやれるプログラム

10.会議、ミーティングをしない 20.役員を増やす
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(ウ)今後の取り組み(全体方針)

地域活動の活性化に向けては、 (A)仕事量の軽減、 (B)楽しみを増やす (C)

新しい人材、ボランテイア等が選択され、それらテーマに沿った解決策が話し合

われました。

②仕事量の軽減

・事業の内容、意味を今一度、検討し、地域に必要な活動を絞り込む0

.準備や練習に時間がかかっているのを見直す。

③楽しみを増やす

・お誘いや広報をひろく伝える。

-ゃった事の結果をで、きるだ、け多くの人に楽しく伝える。

⑨新しい人材、ボランティア

・あて職のように役員を事業に割り当てるのではなく、その事業ごとに

ボランティアを設けて、やれる人がやれることを自由に。

(エ)具体的取り組み(町内別)

今後の取り組み(全体方針)を受けて、町内別の具体的にこれからの事業、活

動をいかに改善するべきかが議論されました。全体方針で指摘された3つのポイ

ントをクリアーしてみんなが参加していく地域活動としていくための改善点とし

ては

0 全事業に役員等限られた人が動員をかけられてくるのでなく、行事ごとにボ
ランティアを募り一人一人の負担を軽減する方法が必要

0 校区行事と町内行事との調整を図り無駄のない人出がダブらない地域活動を
調整する

O 行事、事業が終わった後には反省会、振り返りを行い、次回に向けてステッ
プアップする進化する活動めざし、マンネリ化を防ぐ

O 事前の情報通達、報告、広報を時間の余裕をもって行い、いろいろな人が参
加できる環境、情報を伝えていく。
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